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この一年のトレンドは、不確実性を乗り切るために最適なツー
ルと戦略の見極めがキーポイントになりました。世界的には、
労働市場の逼迫、高インフレ、金利上昇などの厳しい状況が
続き、ビジネスを持続・成長させる上では紛れもなく困難な
時代となっています。 

こうした環境下で組織が成功するには、戦略的に行動する必
要があります。従業員の効率化にさらに注力し、セキュリティ
への投資を増やし、収益に直結する取り組みでイノベーショ
ンを推進することが求められます。Okta の全世界のお客様
17,000 社と Okta Integration Network （クラウド、モバイル、
Web アプリ、IT インフラストラクチャプロバイダーとの 7,000
以上の統合を含む）の匿名データからは、多くの企業がまさ
にこの取り組みを進めている状況を理解できます。

 

世界中の組織が、効率化のためにワークフ
ローに投資し、クラウドファーストのツール
でリモートワークの生産性を高め、脅威を
軽減するためにセキュリティを優先していま
す。また、2022 年初頭から旅行アプリの
利用が大きく増え（その成り行きはいずれ
明らかになります）、Apple モバイルデバイ
ス管理ツールの Kandji が最も急速に成長
したアプリとなっています。

引き続き堅調に推移していくトレンドも、 
勢いを増していくトレンドもあります。中で
も、多くの組織にとってセキュリティは依然
として最重要課題であることから、リモー
トアクセスの保護を強化するための新しい
方法として、多要素認証（MFA）ソリューショ
ンで保証レベルの高い要素を導入するなど
の取り組みが行われています。また、かつ
ては机上の空論でしかなかったゼロトラス
トが、すでに多くの組織で当たり前のもの
になりつつあります。

この紛れもなく特異な時期に、どのような
アプリやデジタル戦略が支持されているの
か、データを深く掘り下げてご紹介します。

はじめに

不確実な
時代にも
戦略的で
あり続ける

https://www.okta.com/integrations/
https://www.okta.com/zero-trust/
https://www.okta.com/zero-trust/


06Businesses at Work 2023

カテゴリのトレンド
環境の変化に伴い、旅行分野が大き
な 勢いで回 復しています。 すべての 
関連業種で、顧客数は前年比 43% の
増加、ユニークユーザー数は 197% の
増加を記録しています。事務用品は、
昨年のレポートでは上位 10 にも入りま
せんでしたが、顧客数では前年比 35%

の増加、ユニークユーザー数では 77%
の増加と、驚異的な伸びを示しまし
た。昨年、顧客数で前年比 39% の圧
倒的な増加を記録したデザインソフト
ウェアは、今年も 31% という第 3 位の
増加を達成し、高い成長率を維持して
います。営業 / マーケティングツール
は、欧州 / 中東 / アフリカ（EMEA）地
域で顕著な伸びを示しました。もちろ
ん、セキュリティは依然として世界的に
関心の高い分野ですが、アジア太平洋

（APAC）地域で前年比の成長に最も大
きな勢いが見られます。

急成長しているアプリ
この一年で急成長しているツールとし
て、コラボレーション、コミュニケー
ション、出張、人事、クラウドプラッ
トフォーム、開発者ツール、セキュリ
ティツールなど、多彩な分野のアプリ
がランクインしています。その中で最も 
成長したのは、顧客数で前年比 172%
増 の Kandji で す。 本レポートで は、 
顧客数とユニークユーザー数に基づき、
総合的に急成長しているアプリを調査
し、業種別、地域別、国別で特に成長
しているアプリをさらに掘り下げます。

調査結果の 
主な所見

業務に最適なツール 
組織は、使命遂行のために広範かつ多数のアプ
リを利用しています。特に大規模組織（従業員
2,000人以上）は、平均211種類のアプリを社内
で導入しています。多くの企業が、生産性スイー
トに加えて、Zoom、Slack、Boxといった「ベスト
オブブリード」のアプリを導入しています。北米で
は、Microsoft 365を導入しているOktaの顧客の
51%がZoomを利用しています。また、全世界で
は、Microsoft 365を導入している組織の42%が
Google Workspaceも利用しており、この割合は
昨年の38%から増加しています。人事ツール、開
発者ツール、リモートアクセスソリューション、社
会貢献アプリのランキング、そして効率化のために
自動ワークフローを採用する動きについても紹介
します。 

マルチクラウドの台頭
「1つのクラウドプラットフォームで仕事が半分
になるなら、2つ導入すべきだ」という声が聞こ
えてきます。今年のデータには、2017年以来のト
レンドであるマルチクラウドの採用が依然として
進行しており、Amazon Web Services（AWS）と
Google Cloud Platform（GCP）の組み合わせが
引き続き最も人気があることが示されています。
クラウドソリューションを1つだけでなく、2つ、3つ
と導入する企業が増えている現状と、その理由を
探っていきます。

暮らしの中のアプリ
仕事とプライベートの境界が曖昧になっていま
す。企業向けアプリと個人向けアプリの両方の利
用状況を見ると、デジタル決済の先駆けである
PayPalと新規参入組のVenmoとStripeが、ファ
イナンス/バンキングアプリの分野で成長してい
ることがわかります。健康管理/ウェルネスアプ
リの中では、Fitbitが圧倒的な強さを保持してい
る一方で、顧客数の成長率が最も目覚ましいの
は、LiveWell（顧客数で前年比32%増）と、メンタ
ルヘルスに焦点を当てたModern Health（顧客数
で前年比30%増）の2つのアプリです。また、ソー
シャルメディアでは、LinkedInが首位を保持する

一方、TeamSnapが顧客数で最速の成長を遂げて
います。  

セキュリティのトレンド
リモートワークやハイブリッドワークは今後も続く
ため、ホームオフィス（あるいはカフェやAirbnb）
での作業のためにネットワークアクセスを保護
することは最重要課題です。企業は、多要素認証
（MFA）で要素の保証レベル強化に取り組んで
います。保証レベルの低いセキュリティの質問は
全体的に成長率が最も低い（顧客数で前年比3%
増）のに対して、保証レベルの高いセキュリティ
キー／生体情報（WebAuthnを含む）は急速に成
長しています。顧客数で前年比46%増、さらにユ
ニークユーザー数では211%増という圧倒的な伸
びを示しました。ユーザー、デバイス、ネットワー
クを保護するために、企業がより多くの構成を追
加していることから、ゼロトラストセキュリティの
枠組みは引き続き拡大していきます。Oktaの顧客
も、22%が1つ以上のゼロトラスト構成を導入して
います。

旅行分野が大きな勢いで回復してい
ます。すべての関連業種で、顧客数
は前年比 43% の増加、ユニークユー
ザー数は 197% の増加を記録してい
ます。
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「Businesses at Work」レポートは、Okta のお客様からの
データに基づいて作成しています。数千の企業、アプリケー
ション、IT インフラストラクチャの統合、そして全世界何
百万もの毎日の認証 / 検証からデータを収集し、匿名化して
います。お客様企業とその従業員、請負業者、パートナー、
顧客が、デバイス、Web サイト、アプリ、サービスのログ
インや機密データの安全性確保のために Okta を使用して
います。あらゆる主要業種で、小規模な組織から、数十万
人の従業員 / 数百万人の顧客を抱える世界有数の組織まで、 
多様なお客様が Okta を活用しています。 

本レポートに示すデータは、Okta のお客様、Okta Integration 
Network を通じてお客様が接続するアプリケーションや統合、
ユーザーがこれらのツールに Okta のサービスを通じてアク
セスする方法を大局的に示したものです。また、本レポート
で「アプリ」「ツール」と呼んでいるものは、Okta Integration 
Network を介して提供されるアプリケーション、サービス、 
統合を指しています。Okta のお客様のうち、Microsoft 365 を
導入している組織について説明したトレンドは、Okta を利用し
ていない Microsoft 365 の 顧 客（Azure Active Directory や、
アプリ間の強力な統合サポートを提供していない他のアイデン
ティティプラットフォームを利用している顧客）のトレンドとは 
異なることがあります。

Okta は 毎 年、3 つ の 方 法 で ア プ リの人 気 を
調 査しています。 ほとんどの グラフは、Okta 
Integration Network からアプリを導入した顧客
数を示しています。一部のチャートは、アクティ
ブなユニークユーザー（過去 30 日間に 1 回以上、
Okta 経由でアプリにログインしたユーザー）の
数を示しています。社会貢献アプリのセクション
では、割り当てユーザー（アプリケーションにアク
セスできるユーザー）の数をカウントしています。

Okta は、データの標準化に細心の注意を払って
います。本レポートでは、特に断りのない限り、
2021 年 11 月 1 日から 2022 年 10 月 31 日までの
データを使用して分析しています。「今年」「2022
年」といった現在を示す表現は、この期間を指し
ます。また、「昨年」「2021 年」といった表現は、
2020 年 11 月 1 日から 2021 年 10 月 31 日までの
期間を指します。「2020 年」などの西暦年を示す
表現も、同様の期間を指します。 

企業規模については、従業員 2,000 人未満の企
業を「小規模」、2,000 人以上の企業を「大規模」
と区分しています。

Okta では、従業員向けに Okta サービスを導入
しているお客様について、「ワークフォースアイデ
ンティティ」という用語を使用しています。また、
自社の顧客向けに Okta サービスを導入している
お客様について、「カスタマーアイデンティティ」
という用語を使用しています。Okta はさらに、ワー
クフォースアイデンティティとカスタマーアイデン
ティティのユースケースを同一環境下で可能にす
る製品も提供しています。ワークフォースアイデン
ティティとカスタマーアイデンティティを切り離し
て説明する場合、これらの製品は対象外とします。 

特に指定がない限り、本レポートに含まれるデー
タは、Okta Integration Network を通じてユー
ザーに少なくとも 1 つのアプリを導入している
Okta のお客様に限定しています。また、特に断り
のない限り、本レポートは企業向けに導入された
アプリを対象としています。本レポートは、Okta
のデータのみに焦点を当てたものであり、Auth0
は含みません。 

調査手法

本レポートの 
作成方法

はじめに

https://www.okta.com/blog/tag/businesses-work-0/
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2022 年に最も人気のあったアプリのカテゴリを見ると、コロ
ナ禍からの回復が世界的に進行していることがわかります。
その中で、組織は製品を再設計し、様変わりした環境に 
対応するためビジネスを再 構 築し、あらゆる業 種 / 国 / 
地域にわたって堅固な態勢を構築すべく歩んでいます。特に、 
旅行アプリ、デザインソフトウェア、開発者ツールが好調です。

カテゴリのトレンド

2022年の
人気アプリ
カテゴリ
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フライトの遅延、燃料費の高騰、接客スタッフ
不足といった状況が続いているにもかかわらず、 
旅行者の数は増え続けています。 

過去 2 年間の活動自粛によって、同僚やクライ
アントとの交流が切望されていることを踏まえる
と、現在最も急速に成長しているカテゴリが旅行
アプリであるのも当然でしょう。それにしても、 
たいへんな勢いであることがデータに示されてい
ます。旅行アプリは、顧客数で前年比 43% 増、
ユニークユーザー数で前年比 197% 増となり、 
圧倒的な成長率でトップを独走しています。Okta
は、コロナ禍の停滞状態から旅行者数が回復す
ることが今年のデータに表れると、当初から見込
んでいました。しかし実際には、旅行カテゴリの
回復は 2020 年中から始まり、コロナ後の活動再
開によって爆発的に高まったのです。2017 年から
2019 年までの成長は平均以下だった旅行カテゴ
リは、2020 年に顧客数で前年比 32% 増となり、 
顧客成長率の平均を上回りました。さらに 2021
年には、顧客数で前年比 41% 増、ユニークユー
ザー数で 231% 増となり、2022 年と同様に他の
カテゴリを大きく引き離す成長のリーダーとなりま
した。3 年連続で平均を上回る成長を遂げただけ
でも素晴らしい実績です。

ビジネスの活動では、ハイブリッドのコラボレーショ
ンが完全に受け入れられ、上位のアプリカテゴリ
にはオフィスへの回帰とリモートワークの継続の両
方が反映されています。事務用品のカテゴリには、
5.11 Tactical （ユニフォーム）、Amazon Business、
Pitney Bowes、4imprint （ 販 促 品 ）、Staples、
Vistaprint、Dell、Apple Business Manager といっ
たアプリが含まれます。このカテゴリは、昨年のレ
ポートではトップ 10 のアプリカテゴリにも入りませ
んでしたが、今年は顧客数が 35%、ユニークユー
ザー数が 77% と、前年比で驚異的な成長を記録
しました。昨年のレポートで、前年比 39% の顧客
増加という最速の成長を遂げたデザインソフトウェ
アは、今年もさらに 31% の顧客増加（ユーザー
数は 60% 増加）を達成して勢いを維持しています。
2017 年に顧客数で前年比 58% 増、そしてユニー
クユーザー数では前年比 185% 増という圧倒的な
成長を記録して以来、5 年間堅調に成長してきま
した。昨年好調だったコンテンツコラボレーション
やビデオ会議などのカテゴリは、今年はそれほど
急速ではありませんが、引き続き成長しています。

過 去 2 年 間 の 活 動 自 粛 に よって、 
同僚やクライアントとの交流が切望
されていることを踏まえると、現在最
も急速に成長しているカテゴリが旅行
アプリであるのも当然でしょう。

カテゴリのトレンド

旅行カテゴリの 
圧倒的な成長

2022年の人気アプリカテゴリ 

https://www.511tactical.com/
https://business.amazon.com/
https://www.pitneybowes.com/us
https://www.4imprint.com/
https://www.staples.com/
https://www.vistaprint.com/
https://www.dell.com/
https://www.apple.com/business/it/
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今年、コンテンツコラボレーションは顧客数で前
年比 21% 増（昨年は 28% 増）、ビデオ会議は顧
客数で前年比 19% 増（昨年は 23% 増）を記録
しました。

2018 年半ばから 2 位と 3 位にランクインしてい
るセキュリティと営業 / マーケティングの両カテゴ
リには、引き続き高い関心が寄せられています。 
セキュリティツールの導入は、顧客数で前年比
23% 増、ユニークユーザー数で前年比 43% 増と
なりました。脅威が拡大し続け、あらゆる企業が
データ侵害のリスクに直面している状況では当然
のことと言えます。また、企業がビジネスの成長
に向けて取り組みを強化する中、営業 / マーケティ
ングアプリは顧客数で前年比 23%、ユニークユー
ザー数で前年比 53% の伸びを記録しました。 

同様に、クラウドプラットフォーム、開発者ツール、
生産性アプリも、着実にデジタルツールに追加さ
れており、これらのカテゴリは「成長リーダー」の
位置付けを保持し続けています。ただし、成長率
はこの 5 年間でやや鈍化しています。クラウドプラッ
トフォームのカテゴリは、今年も顧客数で前年比
27% 増を達成し、54% 増というピークを記録し
た 2017 年以降も成長し続けています。これに続く
開発者ツールカテゴリは、顧客数では 2017 年の 
前年比 51% 増に対して、今年は前年比 26% 増を
記録しています。生産性ツールは、顧客数で 2017
年の前年比 57% 増に対して、今年は 22% 増を 
記録しました。

アプリカテゴリの成長

今年は、人気アプリカテゴリの視覚的な提示方法が変わり
ました。15 カテゴリに限定したトレンドのグラフを単純に示
す代わりに、成長マトリクスで 29 カテゴリすべてを紹介で
きるようにしました。これにより、顧客数とユニークユーザー
数の前年比成長率を示します。カテゴリの顧客数のランキン
グも凡例に示し、さらに色付きの円の相対的サイズで表現し
ています。右上のクアドラントは、急成長しているカテゴリ
を示しています。また、左上のクアドラントはユニークユー
ザー数で、右下のクアドラントは顧客数で、平均を上回る 
成長を示しているカテゴリです。
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アプリのカテゴリの伸びを顧客の業種
別に見ると、さまざまな興味深い傾向
が浮かび上がってきます。デザインソ
フトウェアは、多くの分野で前年比の
高い伸びを示しています（ヒートマッ
プでは濃い色の部分）。デザインソフト
ウェアが顧客数で最も伸びた業種は、 
運輸 / 倉庫（前年比 45% 増）、保険（同

38% 増）、医療 / 医薬品（同 35% 増）、
芸術 / 娯楽 / レジャー（同 33% 増）、
建築 / 土木（同 33% 増）です。

また、多くの分野で営業 / マーケティン
グツールが力強い成長を遂げています。
成長率が高いのは芸術 / 娯楽 /レジャー
で、営業 / マーケティングツールへの投
資が顧客数で前年比 41% 増となりま
した。その他、小売（顧客数で前年比
32% 増）、教育（同 29% 増）、医療 /
医薬品（同 28% 増）など、多くのカ
テゴリが営業 / マーケティングツールを 
優先的に採用しています。 

教育や非営利の分野は、基本的なイン
フラストラクチャや中核的能力に重点
を置いていると見られます。教育分野
は、すべてのカテゴリで高い成長率を
示しており、ネットワーク / インフラスト
ラクチャアプリを導入した顧客数では
前年比で 42% という最も高い成長を 
記録しています。また、非営利分野では、 
デザインソフトウェアの導入が最も進ん
でおり、顧客数で前年比 29% 増となっ
ています。

アプリの業種別成長率
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なお、上記のヒートマップは上位 10 のアプリカ
テゴリしか表示していませんが、複数の業種がよ
り小規模なアプリカテゴリにも注力しています。 
成長マトリクスに示すように、旅行は顧客数とユ
ニークユーザー数で最も急速に成長しているカテ
ゴリです。さらに細かく見ると、旅行の成長を主
に押し上げているのはテクノロジー分野であり、 
顧客数で前年比 62% 増、ユニークユーザー数で
同 258% 増を記録していることがわかります。（昨
年は、テクノロジー分野が旅行の成長を先導しま
した。Navan［旧 TripActions］は、この分野で

はユニークユーザー数で最も成長したアプリであ
り、前年比 1647% という比類ない成長率を遂げ
ました。）また、ファイナンス / バンキング分野も
旅行に最も注力し、顧客数で前年比 33% 増となっ
ています。

産業界は主要カテゴリに投資

ツールの 
充実を推進

さらに細かく見ると、旅行の成
長を主に押し上げているのはテク
ノロジー分野であり、顧客数で 
前年比 62% 増、ユニークユーザー
数で同 258% 増を記録している 
ことがわかります。

https://tripactions.com/
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アプリのカテゴリの成長を国別に見ても、興味深い結果が得
られました。上位のアプリカテゴリは、使用言語と同様に多
岐にわたります。英国ではデザインソフトウェアが好調で、
顧客数で前年比27%増となりました。フランスとオランダで
は、地理的条件が大きく異なるように、急成長しているアプ
リのカテゴリも異なります。フランスでは、コンテンツコラ
ボレーションが前年比63%増で最も成長し、オランダでは 
開発者ツールが25%増となりました。 

ヨーロッパ内ではさらに、ドイツで営業/マーケティングアプ
リが79%増で首位に立ちました。また、日本は国別で最も高
いカテゴリ成長率を示しています。開発者ツールは顧客数で
前年比64%増となりました。日本でベンチャーキャピタルの
資金調達額が過去10年で10倍に増加したことを考えると、
決して意外な状況ではありません。イスラエルでは、人材が
61%の伸びを示しました。オーストラリアでは、デザインソ
フトウェアが前年比27%増となり、最も成長しました。北米
では、人々の自粛疲れを反映してか、旅行が前年比38%の 
伸びを記録し、最も成長したアプリカテゴリとなっています。
一方、カナダでは電子署名がリードし、前年比40%増の顧客
を獲得しています。

場所が変わればニーズも異なる —  
地域別に見たアプリカテゴリの成長
地域別で見ると、北米と欧州 / 中東 / アフリカ

（EMEA）で旅行カテゴリが目覚ましい成長を遂げ、
旅行アプリの顧客数が前年比成長率でそれぞれ
39% と 78% を記録しています。 

事務用品カテゴリも大きく成長しました。ハイブ
リッドワーカーがオフィスに戻りつつある状況を
反映して、北米（ユニークユーザー数で前年比
78% 増）と EMEA（同 162% 増）で事務用品の
需要が再び高まっています。EMEAでは営業 / マー
ケティングアプリも急成長し、ユニークユーザー
数で前年比 313% 増を記録しています。

ア ジ ア 太 平 洋（APAC） で は、 セ キュリティ、 
電子署名アプリ、開発者ツール、クラウドプラッ
トフォーム、アナリティクスツールが大きく伸
びており、中でもユニークユーザー数の成長が 
顕著です。最も成長したセキュリティツールは、ユ
ニークユーザー数で前年比 85% 増となりました。 
電子署名ツール、開発者ツールの利用は、ユニー
クユーザー数でそれぞれ前年比 61% と 55% の
増加を記録しました。クラウドプラットフォーム
は、ユニークユーザー数で前年比 50% 増、アナ
リティクスツールはユニークユーザー数で前年比
47% 増となっています。

次に、より強く、より安全で、レジリエンスが 
より高い組織を作り、将来への備えを強化するた
めに、企業が具体的にどのようなアプリ、ツール、
プラットフォームを選んでいるのかを見ていきま
しょう。 

アプリカテゴリの成長（国別）世界の人気アプリカテゴリ

アプリが 
世界を動かす
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https://carnegieendowment.org/2022/08/09/ready-for-prime-time-japan-s-maturing-startup-ecosystem-pub-87630
https://carnegieendowment.org/2022/08/09/ready-for-prime-time-japan-s-maturing-startup-ecosystem-pub-87630
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有名人の動向には誰でも興味があるでしょ
う。そこでまず、巨大な顧客ベースを持つ 
大手アプリが今年どのように成長したかをご
紹介します。どのアプリが新規顧客を獲得し
続けているのでしょうか。顧客が減っている 
アプリはどれでしょうか。では、最も人気の
高いアプリを確認していきましょう。

 

前回のレポートでは、上位 15 アプリのみを
取り上げ、顧客数の成長を単純なチャートで
紹介しただけでした。今年は、上位 50 の 
アプリを網羅し、1 つの成長マトリクスで 
顧客数とユニークユーザー数での成長を示
します。アプリのランキングも凡例に示し、 
さらに色付きの円の相対的サイズで表現して
います。では、詳しく見ていきましょう。

チャート右上のクアドラントは、顧客数と 
ユニークユーザー数の両方で急成長してい
るアプリやツールを示しています。成長リー
ダーが集まる右上のクアドラントには、顧客
数の増加が前年比 30% 以上であり、なおか
つユニークユーザー数の増加が 43% 以上の 
アプリだけが含まれています。上位 50 に 
ランクインするほど多くの顧客を獲得した 
アプリは、それぞれ成長を維持するための 
方法を見出しています。ここでは、顧客数
で前年比 81% 増と圧倒的な伸びを見せる
Figma や、ユニークユーザー数 で前年比
128% という快挙を遂げた Sentry が際立っ
ています。

興味深いことに、右上の高成長クアドラン
トの15アプリのうち、13のアプリは、前回の
「Businesses at Work」レポートで初めて
急成長アプリのリストに登場したものです。 
前回は初期の勢いを示していたこれらのア
プリが、今年は確立されたプレイヤーとし
てランクインしています。成長リーダーのク
アドラントには、Oktaが最初にレポートを
発表した2015年からランクインしているア
プリも含まれています。当時、PagerDuty
は2番目に成長しているアプリで、そのと
きの第1位はSlackでした（トリビアの材料
として覚えておくといいかもしれません)。

Okta が毎年発表している急成長アプリのランキングは、 
長期にわたって多くの組織が利用し続けている「定番中の
定番」のアプリ、そして新しく登場した話題のアプリという、 
2 タイプのサクセスストーリーを反映しています。このような
成長の覇者たちを阻むものは何もありません。まずは、今年
ランクインしたすべてのアプリに心から拍手を送りましょう。

最も人気があり、最も成長著しいアプリ 

急成長
アプリ

成長を振り返って

2022年の 
人気アプリ50選

［上位 50 アプリの中］では、顧客数で
前年比 81% 増と圧倒的な伸びを見せ
る Figma や、ユニークユーザー数で前
年比 128% という快挙を遂げた Sentry
が際立っています。

急成長アプリ

https://www.figma.com/
https://sentry.io/
https://www.okta.com/blog/tag/businesses-work-0/
https://www.okta.com/blog/tag/businesses-work-0/
https://www.pagerduty.com/
https://slack.com/


PagerDuty（2015年）に続き、Zscaler （2017
年）、KnowBe4 （2017～2019年、2018年に第
1位）、LastPass （2018年）、Datadog（2018
年）、Freshworks/Freshservice （2018年、2019
年）、Snowflake （2019年に第1位）、Amazon 
Business（2020年に第1位）、1Password、Sentry
（2020年）、GitHub （2020年、2021年）、Figma
（2021年）、Miro （2021年）が加わりました。 
実際、今年の高成長クアドラントで、過去にランク
インしていないのは、顧客関係管理プラットフォー
ムのHubSpotとプロジェクト管理アプリのAsana
の2つだけです。

成長リーダーの共通点は何でしょうか。コラボ
レーション（Figma、Miro、Asana）、セキュリティ

（1Password、LastPass、Zscaler、KnowBe4）、
開 発 者 ツ ー ル（Sentry、Datadog、GitHub、
PagerDuty）の 3 カテゴリから、それぞれ 3 つ以
上のアプリが高成長クアドラントに入っています。
前述のアプリカテゴリのトップ 5 つに、これら 3
つのカテゴリがランクインしているのは興味深い
点です。HubSpot が営業 / マーケティングアプリ
なので、トップ 5 のアプリカテゴリの中ではクラウ
ドプラットフォームが、右上のクアドラントに含ま
れていない唯一のカテゴリであることになります。

その他の急 成長アプリもチェックしましょう。 
成長マトリクスの左上と右下のクアドラントにも、 
著しく成長したアプリが含まれます。右下（顧客
数で平均以上の成長）には、Slack（2015 年に

最も成長したアプリ）、Tableau （2015 年と 2016
年 の 急 成 長 ア プ リ ）、BambooHR （2016 年 ）、 
Jamf Pro （2017 年 の 1 位 ） の 継 続した 成 功 が
表れています。そして、左上（ユニークユーザー
数 で平均 以 上の成長 ） では、AWS （2015 年）、
Lucidchart （2016 年）、Splunk （2019 年）の功績
を評価できます。

凡例は、顧客数で上位 50 にランキングしたアプ
リを示しています。本レポートを毎年読まれている
皆様には、馴染みのあるアプリが並んでいるので
はないでしょうか。顧客数では、Microsoft 365
がトップの座を守り、AWS、Google Workspace、
Salesforce、Zoom が 続 いて います。 実 際 に、 
上位 9 つのアプリは昨年と同じランキングを維持
しています。一方で、GitHub は 2 つ順位を上げ
て 10 位になり、Jamf Pro は初めて登場して 15
位に着けました。 

ユニークユーザー数でランキングした上位アプリ
のリストを見ると、やはり昨年とほぼ同じである
こと が わ か りま す。Microsoft 365、Workday、
ServiceNow、Google Workspace、Salesforce が、
依然としてユニークユーザー数でトップ 5 を維持し
ています。目を引く点は、Zscaler が 1 つ順位を
上げて 6 位になったことくらいでしょう。

上位50のアプリの成長率
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https://www.zscaler.com/
https://www.knowbe4.com/
https://www.lastpass.com/
https://www.datadoghq.com/
https://freshservice.com/
https://www.snowflake.com/
https://1password.com/
https://github.com/
https://miro.com/
https://www.hubspot.com/
https://asana.com/
https://www.tableau.com/
https://www.bamboohr.com/
https://www.jamf.com/products/jamf-pro/
https://aws.amazon.com/
https://www.lucidchart.com/
https://www.splunk.com/
https://www.microsoft.com/en-us/microsoft-365
https://workspace.google.com/
https://www.salesforce.com/
https://zoom.us/
https://www.workday.com/
https://www.servicenow.com/
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アプリの地域別トレンド —   
成長マトリクスに現れる違い
上位 50 のアプリの成長マトリクスを地域別に見
ると、異なる傾向やパターンが浮かび上がってき
ま す。Microsoft 365 は、 北 米、EMEA、APAC
の 3 地域すべてで、顧客数で依然として最も人気
のあるアプリとなっています。北米では、AWS が 
2 位、Zoom が 3 位を獲得しています（昨年のレポー
トで予測したとおりです）。EMEA では、Google 
Workspace が 2 位に入り（全世界の順位よりも 
高いランク）、AWS が 3 位となっています。APAC
では、この順位が逆転し、全世界の順位と一致し
ています。

北米では、セキュリティ、営業 / マーケティング、
データアナリティクス、求人が中心となって成長
を牽引しています。1Password は、セキュリティ
ツールの中で最も高い成長率を示しており、顧客
数で前年比 59% 増、ユニークユーザー数で前年
比 93% 増となっています。Hubspot は、顧客数
で前年比 60% 増、ユニークユーザー数で前年比
96% 増となり、営業 / マーケティングのカテゴリ
を先導しています。また、アナリティクスツールで
は、データコラボレーションツールの Snowflake

（顧客数で前年比 50% 増、ユニークユーザー数
で前年比 89% 増）が最も成長しました。この 3
つのツールに Miro と Figma を加えると、北米で
ユニークユーザー数が前年比で最も増加したアプ
リのトップ 5 となります。興味深いことに、求人ア
プリGreenhouseの顧客数は前年比 44% 増となっ
ていますが、この成長を牽引しているのは北米だ
けです。

MEA で目立つのは、ユニークユーザー数で前年比
461%（顧客数では 27%）という驚異的な成長を
遂げた Salesforce です。また、営業 / マーケティ
ングでは、Hubspot が顧客数で前年比 68% 増、
ユニークユーザー数で同 45% 増という好成績を出
しています。1Password は、北米に加えて EMEA
でもセキュリティツールの成長を先導し、顧客数

が前年比 77% 増、ユニークユーザー数が前年
比 104% 増となりました。また、開発者ツールの
Sentry の成長も著しく、顧客数で前年比 57% 増、
ユニークユーザー数で前年比 175% 増を記録し
ました。この地域で急成長したその他のカテゴリ
には、人事とデータアナリティクスが含まれます。
人事アプリの Bob は、前年比で顧客数が 90%
増加し、ユニークユーザー数が 115% 増加しまし
た。データアナリティクスの Snowflake は、前年
比で 66% の顧客増加と 93% のユニークユーザー
増加を記録しました。

APAC 地域では今年、セキュリティと開発者ツー
ルに大きな注目が集まりました。セキュリティの 
カテゴリでは、Jamf Pro、Netskope、LastPass、
Zscaler が 覇 権 を 争 い ま し た。Jamf Pro は、 
顧客数が前年比 57% 増、ユニークユーザー数が
同 118% 増となり、Netskope （顧客数が前年比
51% 増、ユニークユーザー数が同 56% 増）や
LastPass（ 顧客 数が 前年比 43% 増、ユニーク
ユーザー数が同 272% 増）と競い合うように成
長しました。Zscaler も、ユニークユーザー数が 
前年比 280% 増と目覚ましい伸びを示し、顧客数
も同 36% 増を記録しています。開発者ツールの 
カテゴリでは、Datadog がトップの座（顧客 数
で前年比 60% 増、ユニークユーザー数で前年
比 77% 増）を獲得し、続いて GitHub が顧客数
で前年比 47% 増、ユニークユーザー数で前年比
64% 増という成果を上げました。

興味深いのは、Figma と Miro がすべての地域で
一貫した前年比の成長（特に顧客数の増加）を 
示していることです。Figma は、EMEA で顧客数
が前年比 89% 増、APAC で同 88% 増と、成長
のスピードが高まりました。Miro の全体的な顧
客数の急増も、EMEA で前年比 78% 増、APAC
で前年比 71% 増という勢いに牽引されています。 
これら 2 つのコラボレーションツールは、EMEA
で最もユーザー数が伸びており、Miro にアクセ
スするユニークユーザー数は前年比 178% 増、

Figma を介したコラボレーションを利用するユニー
クユーザー数は前年比 146% 増となっています。 

業務に最適なツール —  業界別の上位アプリ
業種別の上位アプリには、大きな変化が表れてい
ます。テクノロジー分野では、2019 年 6 月以降、
顧客数で AWS が第 1 位のアプリとなっています。
また、Slack が 5 位にランクインしました。 医
療 / 医薬品分野では、AWS が初めて上位入りして 
4 位になりました。小売では、Google Workspace
が 2 位 に 順 位 を上 げました。教 育 分 野 では、
Salesforce が 4 位 に 上 が り、AWS と Atlassian 
Product Suite が 5 位に並びました。 

急成長アプリ

https://www.greenhouse.com/
https://www.hibob.com/
https://www.netskope.com/
https://www.atlassian.com/
https://www.atlassian.com/
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アプリにもスターが勢ぞろいするイベントが
あれば、急成長アプリのトップ 10 にはさぞ
かし熱い視線が注がれることでしょう。今年
は、例年になく多彩なアプリが大きな話題を
集めています。これまでを振り返ると、2019
年はデータアナリティクスとセキュリティの
ツールが、2020 年はリモートワークに関連
するツールが、そして昨年はコラボレーショ
ンのツールが注目されました。今年は、セキュ
リティ、コミュニケーション、出張、人事、
クラウドアプリ開発、そしてもちろんコラボ
レーションなど、実に多様なアプリが急成長
しました。

これらの新興アプリに共通しているのは、 
顧客数が前年比 81% から 172% という驚異
的な成長を遂げている点です。2022 年の急
成長アプリの 1 位は、Apple モバイルデバ
イス管理ツールの Kandji で、顧客数で前年
比 172% の成長を記録しました。Kandji は、
Okta Ventures のポートフォリオ企業であり、
繰り返し実行する IT 管理タスクを自動化し、
デバイス管理の分野に新しい機能を導入でき
るように支援しています。首位を獲得すると
いうデビューを飾った Kandji の急成長は、
IT チームが労力を削減しながら成果を拡大

させる取り組みを進める中で、自動化が強く
求められていることを示唆しています。また、
ハイブリッドワークの波を受けて、IT チーム
がリモートデバイスを管理 / 保護するための
新しいソリューションを模索しているものと
思われます。 

2 位には、顧客数で前年比 124% の増加を
記録した Grammarly が入りました。労働力
が流動化し、リモートの活動が増え、グロー
バルな人材活用が進んでいる状況では、明
確なコミュニケーションがこれまで以上に
重要になっています。3 位は、人事ツールの
Bob です。この新しいアプリは、静かにラン
キングを上げてきました。2021 年に EMEA
の人事ツールで 2 位を獲得し、人気の高まり
が見え始めましたが、今年になって全世界で
前年比 123% の顧客増を記録しました。

期待の星を紹介

2022年の 
急成長アプリ

https://www.kandji.io/
https://www.okta.com/okta-ventures/
https://www.grammarly.com/
https://www.hibob.com/
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上位 3 つは新しくランクインしたアプリですが、
馴染み深いアプリもあります。4 位と 10 位に入っ
たコラボレーションツールの NotionとFigma は、
前回それぞれ 1 位と 4 位を獲得しました。（昨年
は、Notion が顧客数で前年比 240% 増、Figma
が同 159% 増という目覚しい伸びを示しました。
今年もそれぞれ 113% と 81% の伸びを記録し
たのは快挙です。）さらに、昨年は顧客数で前年
比 178% 増を記録して 2 位に入った Navan も、 
再びランクインして 6 位に着けました。コロナ
禍を経て人々の移動が増加した今年、Navan が 
成長し続けているのは当然のことです。

ユニークユーザー数が急増しているアプリ
ユニークユーザー数が急増しているアプリを見る
と、多くの企業がセキュリティ、旅行、コラボレー
ションに注力していることがわかります。興味深
いことに、ユニークユーザー数が急増しているア
プリのトップ 10 のうち 4 つ（Navan、Palo Alto 
Networks Prisma Access、Notion、Terraform 
Cloud by HashiCorp）は、顧客数で急増してい
るアプリのトップ 10 にも含まれています。 

また、昨 年のユニークユーザー数で急 成長し
ているアプリのランキングに含まれていた一部
のアプリが、再び今年もランクインしています。 
高い成長率を維持することは特に難しいため、 
これは大きな成 果です。2021 年に 1 位になっ
た Netskope は、今年も 1 位を獲得し、ユニー

クユーザー数で前年比 250% 増という驚異的な 
伸びを実現しました。Navan は、ユニークユーザー
数で前年比 207% 増となり、順位を 1 つ上げて 
3 位に着けました。一方で、Calendly は昨年の 
2 位から 8 位へと順位を落としましたが、それで
も前年比 169% 増という素晴らしい成長を遂げて
います。昨年 3 位になったNotionは、ユニークユー
ザー数で前年比 201% 増となって 5 位に入りまし
た。昨年ユニークユーザー数で 363% 増を実現
した Postman も、168% の伸びを示して 9 位に
ランクインしました。

今 年 新しくラン クインしたア プ リは、Twilio 
SendGrid（ユニークユーザー数で前年比 219%
増 ）、Palo Alto Networks Prisma Access（ 同
205% 増 ）Keeper、（ 同 195% 増 ）、Terraform 
Cloud（同 192% 増）、Contentful （同 159% 増）
です。これらのアプリはいずれもユニークユーザー
数が前年比 150% 以上という優れた成長を達成
しています。

顧客数が急増しているアプリ

1

2

4

昨年の急成長アプリにランクインしたアプリ

Kandji 172%

124%

123%

113%

109%

100%

97%

97%

93%

81%

Grammarly

Bob

Notion

Palo Alto Networks
Prisma Access

Navan
(旧TripActions)

GitLab

Ironclad

Terraform Cloud

Figma

前年比の増加率

2022 年の急成長アプリの 1 位は、Apple
モバイルデバイス管理ツールの Kandjiで、
顧客数で前年比 172% の成長を記録しま
した。

急成長アプリ

https://www.notion.so/
https://docs.paloaltonetworks.com/prisma/prisma-access
https://docs.paloaltonetworks.com/prisma/prisma-access
https://cloud.hashicorp.com/products/terraform
https://cloud.hashicorp.com/products/terraform
https://calendly.com/
https://www.postman.com/
https://www.twilio.com/en-us/sendgrid/email-api
https://www.twilio.com/en-us/sendgrid/email-api
https://www.keepersecurity.com/
https://www.contentful.com/
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優先事項とアプリの使用に関して言う
と、規模は非常に重要です。データを
見ると、大規模企業（従業員 2,000 人
以上）と小規模企業では、ニーズや 
優先事項がまったく異なることがわか
ります。実際に、大規模組織と小規模
組織の両方に共通して利用が急増して
いるアプリは存在しません。

この観 点でデータを見ていくと、急
成長しているアプリの導入を牽引して
いるのは、小規模組織であることが 
明らかになります。小規模組織のラン
キングに含まれる 3 つのアプリ（5 位
の Kandji、8 位 の Grammarly、9 位

の Bob）は、急成長アプリの総合ラ
ンキングにも含まれています。一方、 
大規模組織のランキングと総合ランキ
ングの両方に登場するのは、コラボレー
ティブインターフェイスデザインツール
の Figma（大規模組織での顧客数が 
前年比 50% 増）だけです。

大 規 模 組 織 で は、IT サ ポ ート、 プ
ロジェクト管 理、コラボレーション
ツールの 優 先 度がより高くなってい
ると見られます。IT サ ポートツール
の TeamViewer は、 前 年 比 60% 増
で成長し、大規模組織での導入にお
いて顧客数が最も成長したアプリに
なりました。2 位はプロジェクト管理
ツールの monday.com で、顧客数で
55% 成長し、3 位はコラボレーショ
ンツールの Airtable で、54% の 伸び
と僅 差で続いています。興味深いの
は、学習（Udemy Business）、事務用
品（Amazon Business）、ネットワーク
イン テリジェンス（ThousandEyes）、 
クラウド（GCP） のア プリと並 んで、 
4 つ の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ツ ー ル

急成長しているアプリ（企業規模別）

TeamViewer 60%

55%monday.com 

54%Airtable

51%Udemy Business 

50%Figma

47%Amazon Business

43%Miro

42%Asana

41%ThousandEyes

33%GCP

前年比増加率

大規模組織（従業員2,000人以上）

Ramp 374%

252%

232%

183%

171%

152%

140%

122%

121%

115%

TravelPerk

Airbase

ChartHop

Kandji

6sense

WorkRamp

Grammarly

Bob

ClickUp

前年比増加率

小規模組織（従業員数2,000人未満）

（Airtable、Figma、Miro、Asana） が大 規 模 組
織の急成長チャートの上位に入っている点です。

一方、小規模組織にとっての優先事項は予算管
理であり、小規模組織で利用が増えたアプリの 
上位 3 つは、いずれも支出を監視するためのもの
となっています。1 位と 3 位を獲得した Ramp （顧
客数で前年比 374% 増）と Airbase （顧客数で前
年比 232% 増）は、経費・支出管理ツール、2 位
の TravelPerk （顧客数で前年比 252% 増）は旅
費管理ツールです。小規模組織は、プロジェクト
管理には monday.com よりも ClickUp、トレー

ニングには Udemy Business よりも Workramp
を選ぶ傾向があります。 

ニーズにマッチするツール 

急成長しているアプリ 
（企業規模別）

大規模組織では、IT サポート、
プロジェクト管理、コラボレー
ションツールの 優 先 度 がより 
高くなっていると見られます。 
一方、 小 規 模 組 織 にとっての 
優先事項は予算管理です。

https://www.teamviewer.com/en-us/
http://monday.com
https://www.airtable.com/
https://business.udemy.com/
https://www.thousandeyes.com/
https://cloud.google.com/
https://ramp.com/
https://www.airbase.com/
https://www.travelperk.com/
https://clickup.com/
https://www.workramp.com/
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地球が回り続け、太陽が明日昇るのと同じように、業種別 / 
地域別の急成長アプリは毎年変わっています。

業種別の傾向を見ると、それぞれに何が優先事項になってい
るのかがわかります。昨年はコラボレーション（Notion）と
旅行プランニング（Navan）に人気が集中したテクノロジー
部門が、今年はセキュリティ（Kandji）と会議管理の合理
化（Calendly） に注目しています。教育分野は、Google 
Workspace などのツールでコラボレーションの促進を続けて
いますが、現在は Salesforce により CRM に取り組むように
なっています。昨年は Salesforce の導入に熱心だった医療 /
医薬品分野の企業は、セキュリティ（KnowBe4）やコラボ
レーション（AWS、Microsoft 365）に重きを置くようになっ
ています。セキュリティにフォーカスし続けているファイナンス / 
バンキング分野は、昨年は DigiCert、今年は Netskope を 
優先的に採用しています。さらに、コラボレーションにも力を
入れ、Figma を追加しています。小売分野は、引き続きアプリ
開発を積極的に推進していますが、その関心の対象は昨年の
GitHub から今年は Atlassian Product Suite へと移っています。
また、DocuSign も積極的に追加しています。そして、行政部
門は、引き続き Microsoft 365 を利用し続けています。 

各分野の人気アプリ 

急成長しているアプリ
（業種別）

顧客数の増加率 ユニークユーザー数の増加率業種

テクノロジー

急成長しているアプリ（業種別）

ファイナンス/	
バンキング

非営利

Kandji

155%
Calendly

269%
Figma

73%
Netskope

1100%
Asana

40%
Asana

187%
小売

医療/	
医薬品

KnowBe4

43%
AWS、Microsoft 365(同率)

68%
教育

Google Workspace

31%
Salesforce

106%

DocuSign

49%
Atlassian Product Suite

74%

行政

Microsoft 365

24%
Microsoft 365

93%
前年比の増加率

急成長アプリ

https://www.digicert.com/
https://www.docusign.com/
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地域別に急成長アプリを掘り下げてみると、さら
に変化が見られます。昨年、旅行とスケジュール
管理を重視した北米地域は、Navan と Calendly
を積極的に導入しましたが、今年は Kandji と
Netskope を筆頭にセキュリティを最優先させて
います。Kandji は、北米で前年比 182% の顧客
数増加を達成し、Netskope はユニークユーザー
数で前年比 521% の伸びを記録しています。コラ
ボレーションツールの Notion は、顧客数（前年
比 121% 増）とユニークユーザー数（同 263% 増）
の両方で、この地域で 2 番目の高い成長を実現
しました。

EMEA の視線は、電子署名とアプリ開発（昨年
は DocuSign と GitHub が最も成長）から、旅行
予約や経費管理へと移っています。この地域の主
要アプリである TravelPerk は、顧客数で前年比
255% 増、ユニークユーザー数で前年比 516% 増
を記録しました。

昨年、アジア太平洋地域（APAC）では、Google 
Workspace と Zoom を活用したコラボレーション
と生産性向上に注力する動きが顕著でした。今年
は、コラボレーティブデザイン（Figma が顧客数
で前年比 88% 増）とセキュリティ（Zscaler がユ
ニークユーザー数で前年比 280% 増）へと焦点
が移っています。地域データを細かくチェックし、 

世界各地の状況 

急成長しているアプリ
（地域 / 国別）

TravelPerk

255% 
（第2位：Grammarly、159%）

TravelPerk

516% 
（第2位：Salesforce、461%）

Figma

88% 
（第2位：Miro、71%）

Zscaler

280% 
（第2位：LastPass、272%）

顧客数の増加率 ユニークユーザー数の増加率地域

北米

EMEA

APAC

急成長しているアプリ（地域別）

Kandji

182% 
（第2位：Notion、121%）

Netskope

521% 
（第2位：Notion、263%）

国別に最も成長しているアプリを見ると、採用す
るアプリは国によって異なりますが、全体としてコ
ラボレーション、開発、支出管理、セキュリティを 
優先していることがわかります。

米国とオーストラリアはセキュリティに力を入れて
います。米国ではKandji（前年比176%の顧客増）
が大きく成長し、オーストラリアではCisco Meraki

（前年比27%の顧客増）の利用が拡大しています。

ヨーロッパと日本では、コラボレーションに対す
る注目が高まっています。英国ではMiroがコラボ
レーションツールで最も成長しました。一方、フラン
ス、オランダ、ドイツ、日本では、世界的なトレンドに
沿ってGoogle Workspaceの利用が増えています。

スタートアップが集まるところでは、必ず開発者
ツールが成長します。カナダのスタートアップ企
業は、ここ数年で飛躍的に増大しており、年間平
均95,000の新規事業が立ち上げられています。 
そのため、カナダで開発者ツールの導入が急速
に進み、顧客数で前年比70%増の成長を達成し
たGitHubが首位に立ったのも当然といえるでしょ
う。スタートアップ大国として知られ、6,000社以上
のスタートアップが活動していると見られるイスラ
エルでは、開発者にとって利便性の高いAtlassian 
Product Suiteが前年比55%の顧客増加を記録
し、最も成長しているアプリとなっています。 

前年比の増加率

急成長アプリ

国別の急成長アプリ

オーストラリア
Cisco Meraki, 27%

カナダ
GitHub, 70%

フランス
Google Workspace, 84%

ドイツ
Google Workspace, 100%

イスラエル
Atlassian Product Suite, 55%

日本
Google Workspace, 65%

オランダ
Google Workspace, 19%

英国
Miro, 71%

米国
Kandji, 176%
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https://www2.deloitte.com/il/en/pages/innovation/article/the_israeli_technological_eco-system.html
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[1] Gartner®、  「Employees Seek Personal Value 
and Purpose at Work.Be Prepared to Deliver.」

（Jackie Wiles、2022 年 1 月 13 日 ）Gartner は、
Gartner, Inc. および / またはその関連会社の米国
およびその他の国における登録商標およびサービス
マー ク、Hype Cycle は Gartner, Inc. および / また
はその関連会社の登録商標であり、本書では許可を 
得た上で使用しています。無断転載を禁じます。

コロナ禍が労働力に及ぼした影響は、進化し続けています。
今日、全世界でハイブリッドワークが進展しています。従業
員は分散し、より大きな力を獲得し、そして仕事そのものと
の関係を冷静に見直しています。Gartner の調査では、全
従業員の半数がコロナ禍によって「雇用主に対する期待が変
わった」と答えています 1。適切なデジタルツールは、企業
が従業員の期待の高まりに応えるのに役立ちます。従業員
をサポートする新しいツールを迅速に導入している組織では、
従業員の生産性、幸福感、仕事の満足度が向上していること
が確認されています。強力で使いやすいビジネステクノロジー
など、業務に最適なツールを提供することが、これまで以上
に組織に求められているのです。

生産性スイートを増強するために単機能のベストオブブリー
ドのアプリを利用する組織が増えています。生産性スイート
をさらに追加するケースも見られます。企業は開発者チーム
に、多くの優れたツールを提供するようになっています。安
全で制約されないリモートワークのサポート、ワークフロー
による日常業務の自動化、チャリティアプリによるコミュニ
ティへの貢献の支援など、可能な限り効率を改善し、仕事の
満足度を向上させています。 

活発なアプリ利用：
アプリの平均利用数は堅調に推移 
企業は、経済的に不確実な未来に直面しているのかもしれ
ません。それでも、従業員の生産性を維持するためには強
固なアプリが必要です。今年、顧客が使用したアプリの平均
数は、昨年と同じく89 種類でした。このデータには、Okta 
Integration Network を介するかどうかを問わず、個人向
けと企業向けのすべてのアプリが含まれています。つまり、
Google Workspace や Slack から、UberEats、Netflix まで、
あらゆるアプリが含まれているのです。

Okta の長年の顧客と大規模組織は、平均して最も多くのア
プリを導入しています。Okta を 4 年以上利用している顧客
は、それぞれ平均 196 のアプリを導入しています。また、大
規模組織（従業員 2,000 人以上）では、導入するアプリの
平均数が増えています。（このデータは、企業規模の変化に
より区分が変わる企業もあるため、毎年変化する可能性が
あります。）今年のデータでは、大規模組織が平均 211 種
類のアプリを導入しており（前年の 195 種類から増加、ただ
し今年の規模区分に基づく）、8% 増加しています。小規模
組織では、アプリの平均導入数は昨年の 70 種類から今年
は 69 種類に減少しました。

北米は、最も多様なアプリを利用している
地域であり、1 社あたり平均 98 種類のア
プリを導入しており、昨年の 97 からわず
かに増加しています。EMEA は平均 65 種
類のアプリを利用し、APAC は 56 種類の
アプリで横ばいでした。 

Okta を 4 年以上利用している 
顧 客は、 それぞれ平均 196 の 
アプリを導入しています。

業務に最適なツール

https://www.gartner.com/en/articles/employees-seek-personal-value-and-purpose-at-work-be-prepared-to-deliver
https://www.gartner.com/en/articles/employees-seek-personal-value-and-purpose-at-work-be-prepared-to-deliver
https://www.gartner.com/en/articles/employees-seek-personal-value-and-purpose-at-work-be-prepared-to-deliver
https://www.gartner.com/en/articles/employees-seek-personal-value-and-purpose-at-work-be-prepared-to-deliver
https://futureforum.com/research/future-forum-pulse-summer-snapshot/%20
https://futureforum.com/research/future-forum-pulse-summer-snapshot/%20
https://futureforum.com/research/future-forum-pulse-summer-snapshot/%20
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Google と Microsoft は、クラウドベースのオフィス生産性スイートで
覇権を争い続けています。顧客数では Microsoft 365 が引き続き 1 位
を獲得し、成長率では Google が首位の座を守っています。Google 
Workspace の顧客数は前年比で 32% 増加し、Microsoft 365 の前年
比 21% 増を 9 ポイント上回っています。ユニークユーザー数の成長率は、
Google が前年比 29% 増、Microsoft が同 24% 増と、5 ポイントの開
きがあります。

これらの生産性スイートの伸び率は、前回
のレポートから 6 ～ 13 ポイント低下しまし
た。2021 年のデータでは、Google が 顧 客
数で前年比 38% 増、ユニークユーザー数で
42% 増を達 成したのに 対し、Microsoft は 
顧客数で前年比 29% 増、ユニークユーザー
数で 36% 増でした。昨年の勢いには及びま
せんが、多くの企業がデジタルトランスフォー
メーションを推進する中、両社の成長は堅調
に推移し続けています。さらなる伸び代もあ
ります。Gartner の予測では、2026 年末まで、
サービスとしてのクラウドプラットフォームの
市場は、2021 年の 620 億ドルから 2,376 億
ドル以上へと、ほぼ 3 倍の規模に拡大してい
きます 2。

Google Workspace の導入は、前年度に引き
続き小規模組織が最も多く、顧客数は前年比
で 35% 増加しました。その一方、大規模組
織での利用は前年比 18% 増にとどまりまし
た。Microsoft 365 も同様であり、小規模組
織では顧客数が 23% 増加し、大規模組織で
は 11% 増加しました。

[2] Gartner®、「Hype Cycle ™ 
for Cloud Platform Services, 
2 0 2 2 」（ Y e f i m  N a t i s 、
Fabrizio Biscotti、2022 年 7
月 19 日）

バンドルの戦い

Google の 
リード

主要な生産性スイート

21% 24%

顧客数の増加率

前年比の増加率

ユニークユーザー数の増加率

Microsoft 365

32% 29%Google Workspace
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https://www.gartner.com/interactive/hc/4016695
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2022-08-04-cloud-platform-hc-press-release
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2022-08-04-cloud-platform-hc-press-release
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2022-08-04-cloud-platform-hc-press-release
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スイートを補完するアプリ 

ベストオブ 
ブリードの台頭

チームが求める優れた生産性を実現するために
は、単一のスイートでは足りないことがあります。
企業は、Zoom、Slack、Box といったベストオ
ブブリードのアプリを導入し続けています。優先
的に利用するスイートのバンドルで、名目上は機
能が類似するツールを提供している場合でも同様
です。（Okta は、単独で提供する機能がカテゴリ
内で支配的なアプリを「ベストオブブリード」と
定義しています。）つまり、「ベスト」でなければ
ならないこともあるのです。 

Okta の顧客は、ベストオブブリードのアプリで
スイートを補完するようになっています。今年、
Okta の顧客で Microsoft を利用している組織の
うち、36% が 4 つ以上のベストオブブリードのア
プリを使用しています（5 年前には 20% でした）。

まず、増加している 2 つのコラボレーション形態
について見ていきましょう。ベストオブブリード
のアプリの中で、最も多く生産性バンドルに追加
されてい るのは Zoom です。Microsoft 365 を
導入している Okta の顧 客 の 48% は Zoom も
導入しており、昨年の 45% から増加しています。 
ま た、Microsoft 365 を 導 入して い る Okta の 
顧客の 36% が、コラボレーション機能を高める

ために Slack を導入しており、昨年の 33% から 
増加しています。

複数の生産性スイートを導入する「ダブルバンド
ル」が最善であると考える企業が増えつつありま
す。今 年、Microsoft 365 を導入している Okta
の顧 客 の 42% が Google Workspace も導入し
ており、前年比で 4 ポイント、過去 4 年間で 12 
ポイント高まっています。 

すべてのツールを 1 つのベンダーに固定すること
に、企業は抵抗を感じ続けています。たとえば、
Microsoft 365 を 導 入してい る Okta の 顧 客 の
47% は、Salesforce も導入しており、1 年前の
45% から増加しています。また、Microsoft 365
を導入している Okta の顧客の 46% は、AWS も
導入しており、昨年の 43% から増加しています。

（複数のクラウドプラットフォームの導入が拡大し
ている点については、マルチクラウドのセクショ
ンで後述します。）

業務に最適なツール
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ベストオブブリードのアプリの中で、 
最も多く生産性バンドルに追加されてい
る の は Zoom で す。Microsoft 365 を
導入している Okta の顧客の 48% は、
Zoom も導入しています。

Microsoft 365 を導入している Okta の顧客のうち、ベストオブブリードのアプリを導入している割合 地域別に見ると、興味深いパターンが浮かび上がっ
てきます。北米での Zoom の利用は群を抜いてい
ます。北米で Microsoft 365 を導入している Okta
の顧客の過半数（51%）が Zoom を導入しており、
これは 1 年前より 3 ポイント高く、他のどのベス
トオブブリードよりも高い割合となっています。

EMEA では、クラウドインフラストラクチャとク
ラウドベースのコラボレーションアプリの成長が
続いています。EMEA で Microsoft 365 を導入し
ている Okta の顧客のうち、Google Workspace
も利用している割合は 46% に達し、昨年から 5
ポイント増加しています。また、Slack の利用も 
増加しており、今年、EMEA で Microsoft 365 を
導入している Okta の顧客の 37% に上り、昨年
より 5 ポイント増加しました。一方、Zoom の 
導入は昨年の 34% から今年の 35% へと、1 ポイ
ントだけ増加しました。

APAC 地 域 は、Microsoft 365 を 導 入 し て い
る Okta の顧客の中で AWS の導入率が最も高
く、48% となっています。また、この地域では
複数の生産性スイートに大きな投資をしており、 
現在 Microsoft 365 を導入している Okta の顧客
の 41% が Google Workspace を 導 入して いま
す（前年から 8 ポイント増加）。Microsoft 365 を 
導入している Okta の顧 客 のうち、Slack の 利

用率も APAC では高まっており、31% に達して
います（前年から 4 ポイント増加）。この地域で
の Box の利用率は、昨年から 2 ポイント高まり、
Microsoft 365 を 導 入してい る Okta の 顧 客 の
19% が導入しています。

企業 規模 別にデータを分析すると、Microsoft 
365 を導入している Okta の顧客のうち、小規模
企 業（ 従 業 員 2,000 人 未 満 ） では、Microsoft 
365 のバンドルをベストオブブリードアプリやダ
ブルバンドルで補完する傾向があることがわか
ります。たとえば、Zoom の利用率は 49% で、 
大規模組織（41%）より小規模組織で 8 ポイント
高くなっています。Microsoft 365 を導入している
小規模企業のうち、Slack も導入している企業は
実に 37% に上りますが、大規模企業では 33%
にとどまっています。この傾向はダブルバンドル
でも同様で、Microsoft 365 を導入している小規
模企業の 42% が Google Workspace も導入して
いるのに対し、大規模企業では 39% にとどまっ
ています。 

36% 38% 41% 43% 45%

22% 24% 26% 29% 32%

30% 33% 36% 38% 42%

44% 45% 47%

28% 31% 32% 33% 36%

13% 15% 16%

10% 13% 14% 16% 18%

23% 32% 42% 45% 48%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

AWS

Box

Google Workspace

Salesforce

Slack

Smartsheet

Tableau

Zoom

OktaのMicrosoft 365を使用している顧客のうち、アプリを導入している割合

2018 2019 2020 2021 2022

備考：本レポート作成時点で、Salesforce の導入割合は、2018 年、2020 年、2021
年で同一です。また、本レポート作成時点で、Smartsheet の導入割合は、2019 年
と 2020 年で同一であり、2021 年と 2022 年でも同一です。

業務に最適なツール
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開発者ツールのカテゴリは明らかに成熟して
います。現在は、SDK などのコーディング
ソフトウェアではなく、アプリの監視 / テスト
向けツールの導入が急増しています。セキュ
リティの重要性が高まっている現在、不正な
コード、パッチ未適用のサーバー、オープン
ポートが 1 つでもあれば深刻な侵害が起こ
り得ることから、当然の状況でしょう。

今年は、組織のシステム監視や迅速な対応
を支援するアプリが大きく伸びており、開発
者が開発の後半段階に重点を置くようになっ
ていることが伺えます。実際、Okta の顧客
に最も人気のある開発者ツールのトップ 10
は、いずれも監視、インシデント対応、テス
ト用のリソースを提供しています。 

Atlassian Product Suite は、 顧 客 数 で 最
も人気のある開発者用の「ツール」であ
り、何年もこのチャートを支配してきました。

（Okta の OIN デ ー タ で は、Confluence、
Jira、Trello、Bitbucket の 集 合 で あ り、
Atlassian Access のサブスクリプ ションで
これらのアプリすべてにアクセスできます。）
Atlassian Product Suite は、すでに大規模
な顧客ベースを持っています。それにもかか
わらず、昨年は顧客数で前年比 36% 増と 
大幅に成長し、今年も 27% 増加して、この
傾向が続いています。

最も成長した開発者向けアプリは、API テス
トツールの Postman で、両方の成長カテゴ
リで首位に立っています。昨年、Postman
は顧客数の増加で 3 位、ユニークユーザー
数 の 増 加 で 5 位 に 入りました。 今 年 は、 
顧客数で前年比 78% 増、ユニークユーザー
数で 168% 増の成長を見せ、成長マトリクス
における圧倒的な成長リーダーになりました。 

開発者ツールの成長

監視アプリの 
成長

Atlassian Product Suiteは、顧客数
で最も人気のある開発者用の「ツー
ル」であり、何 年 もこのチャートを 
支配してきました。

業務に最適なツール
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機能管理ツールの LaunchDarkly も、顧客数で
前年比 74% 増、ユニークユーザー数で 97% 増
と、素晴らしい成長を記録しています。同じく
2020 年に急成長した監視ツールの Sentry は、
開発者ツールのランキングで昨年の 8 位から今年
は 5 位へと順位を上げ、顧客数で前年比 53%、 
ユニークユーザー数で 128% 増を実現しました。
また、Twilio の顧客エンゲージメントプラット
フォームとセグメントの顧客データプラットフォー
ムを組み合わせた Twilio Engage も、顧客数で
前年比 58%、ユニークユーザー数で 99% の成
長を記録し、成長リーダーとなっています。

開発 者アプリでは、その他にも監視ツールの
Datadog が、顧客数で前年比 42% 増、ユニー
クユーザー数で前年比 67% 増と高い伸びを示し
ています。また、開発プラットフォームの GitHub
は、2019 年から総合ランキングのトップ 15 に入
り、安定して成長していますが、今年は顧客数が
前年比 39% 増、ユニークユーザー数が前年比
59% 増と目覚ましく躍進しました。急成長アプリ
の総合ランキングで 7 位の GitLab は、顧客数が
前年比 97% 増という最速の成長を遂げています。
なお、OIN での GitLab の構成では、ユーザープ
ロビジョニングのみがサポートされ、認証はサポー
トされません。このため、ツールにアクセスする
ユニークユーザー数は表示されません（したがっ
て、ユニークユーザー数の成長は 0% と表示され
ます）。 

最も人気のある開発者ツールの成長率
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備考：Atlassian Product Suite には、Confluence、Jira、Trello、Bitbucket が含まれ、Atlassian Access の
サブスクリプションにより、これらのアプリにまとめてアクセスできます。
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コロナ禍を契機として、多くの企業が従業員
のニーズの変化に対応しようと懸命に努力し
ました。しかし、従業員エンゲージメントの
向上は、人事部門にとって依然として優先度
が高い課題であり、それには十分な理由が
あります。Deloitte Consulting は、「コロナ
後は、従業員と職場の間に情緒的なつなが
りを醸成することで、離職率の低下、生産性
の向上、モチベーションの向上につながる」
と説明しています。

今年の人事部門では、リモートワークを支援
する従業員エンゲージメントツールが大きな
伸びを示しました。Workday は、このカテ
ゴリの支配的リーダーであり、ユニークユー
ザー数で Microsoft 365 に次ぐ総合 2 位のア
プリでもあります。「中小企業向けソフトウェ
ア」を標榜する BambooHR は、Workday
との差を急速に縮め、顧客数では僅差で 
2 位に着けています。昨年は従業員エンゲー
ジメントプラットフォームの Lattice が人事ア
プリの 4 位でしたが、今年は顧客数が前年
比 75% 増という驚異的な伸びを示し、3 位
にランクインしました。 

うっかり会議に招待してしまいそうな名前の
人事プラットフォームの Bob は、人事界の
有望株であるだけでなく、今年最も成長し
たアプリの 1 つで、顧客数で前年比 123%

の伸びを記録しています。UKG （Kronos と
Ultimate Software を合わせたリブランディ
ングであり、Kronos と UltiPro を含む）は、
Okta のランキングの常連であり、ユニーク
ユーザー数で高い成長を誇るアプリです。 
今年も顧客数で 4 位の人事アプリとして好
調に推移していますが、5 位の Culture Amp
が差を縮めつつあります。 

業種別に見ると、大半の業種では Workday
が顧客数で 1 位ですが、テクノロジーとプロ
フェッショナルサービスでは BambooHR が
首位を堅持しています。 

最も人気のある人事ツール最も人気のある人事ツール

働く人々を 
支えるアプリ

Workday
BambooHR
Latice
UKG
Culture Amp
Paylocity
SAP SucessFactors

Bob
15Five
Namely

主要な人事ツール

顧
客

数

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

Workday
BambooHR
Lattice
UKG
Culture Amp
Paylocity
SAP SuccessFactors
Bob
15Five
Namely

BambooHR は、Workday との 差を
急速に縮め、顧客数では僅差で 2 位
に着けています。

https://www2.deloitte.com/mt/en/pages/human-capital/articles/mt-employee-engagement-and-covid-19.html
https://www2.deloitte.com/mt/en/pages/human-capital/articles/mt-employee-engagement-and-covid-19.html
https://lattice.com/
https://www.ukg.com/
https://www.businesswire.com/news/home/20200828005323/en/Kronos-and-Ultimate-Software-Unveil-Plans-to-Rebrand-as-%25E2%2580%259CUKG%25E2%2580%259D
https://www.businesswire.com/news/home/20200828005323/en/Kronos-and-Ultimate-Software-Unveil-Plans-to-Rebrand-as-%25E2%2580%259CUKG%25E2%2580%259D
https://www.businesswire.com/news/home/20200828005323/en/Kronos-and-Ultimate-Software-Unveil-Plans-to-Rebrand-as-%25E2%2580%259CUKG%25E2%2580%259D
https://www.cultureamp.com/
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昨今の情勢を受け、あらゆる業種の企業が
リモートワークを模索するようになっていま
す。そして、情勢が変わってもリモートワー
クは定着していきます。データサイエンティ
ストの予測によると、2022 年末には北米に
おける専門職の求人の 25% がリモートワー
クとなり、2023 年まで増加していきます。 
優秀な人材の獲得競争が激化している中、
人事部門はハイブリッドワーク環境を積極的
に支援したいと考え、IT 部門はその実現を
推進しています。リモートアクセスツールを
利用する顧客は、コロナ禍のピークを過ぎ
ても増えています。ヨガパンツにボタンダウ
ンシャツという姿で Zoom 会議に参加する
業務スタイルは、今後も続いていくようです。

リモ ートアク セ スソリュ ー ション で は、 
モバイルユ ーザー に企 業 セキュリティの 
安全性を提供している Palo Alto Networks 
GlobalProtect が、 前 年 比 26% 増、2020
年以降 79% 増の顧客数を誇り、カテゴリ
では依然として揺るぎないリーダーです。 
2 位には、エンドポイントアクセスを提供す
る Cisco AnyConnect が着けました。昨年

32% 増を記録しましたが、今年も健闘し、
前年比 20% 増の顧客数を達成しています。
3 位には、リモートアクセスツールとしては
今年最も急速に成長した AWS Client VPN
が入り、顧客数で前年比 68% という大幅な
伸びを示しました。しかし、昨年 5 位だった
ZTNA（ゼロトラストネットワークアクセス）
ソリューションの Zscaler が今年は 4 位に 
順位を上げているので、ペースを維持する 
必要があります。ZTNA ソリューションの中で
は、Palo Alto Networks Prisma Access も、 
今年のリモートアクセスツールのランキング
に初登場し、8 位にランクインしています。

最も人気のあるリモートアクセスソリューションリモートアクセスソリューションの成長 

アクセス保護は 
自宅から

Palo Alto Networks GlobalProtect
Cisco AnyConnect
AWS Client VPN
Zscaler
Fortinet FortiGate

Netskope
OpenVPN
Palo Alto Networks Prisma Access
Tailscale
Pulse Secure

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

顧
客

数

P a l o  A l t o  N e t w o r k s 
GlobalProtect は、 前 年 比
26% 増、2020 年以降 79%
増の 顧 客 数 を誇り、カテ
ゴリでは依然として揺るぎ 
ないリーダーです。

https://www.forbes.com/sites/bryanrobinson/2022/02/01/remote-work-is-here-to-stay-and-will-increase-into-2023-experts-say/?sh=6a6d646320a6
https://www.forbes.com/sites/bryanrobinson/2022/02/01/remote-work-is-here-to-stay-and-will-increase-into-2023-experts-say/?sh=6a6d646320a6
https://www.paloaltonetworks.com/sase/globalprotect
https://www.paloaltonetworks.com/sase/globalprotect
https://www.cisco.com/c/en_be/products/security/anyconnect-secure-mobility-client/index.html
https://aws.amazon.com/vpn/client-vpn/
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社会貢献アプリ

より良い世界の
ために

今の世界は、とりわけ不穏な情勢が続いています。ヨーロッ
パでの戦争、気候変動、人種や民族に関連する不公平感の
高まり、世界規模のインフレの再来など、何もかも投げ出
したい気分にさせられることばかりです。しかし、世界中の 
労働者は萎縮するどころか、寄付やボランティア、メンタリン
グなどを通じて、社会に貢献しようと奮闘しています。

Giving USA の「Annual Report on Philanthropy」 に よる
と、米国ではこれまで以上に慈善活動が盛んになっています。 
個人、遺贈、財団、企業から米国の慈善団体への寄付額は、
2021 年に推定 4850 億ドルを記録し、過去最高額となった
前年（2020 年）の 4660 億ドルからさらに 4% 増加しました。

企業も従業員も、社会への還元に熱心であることは明らかで
す。Okta Apps for Good も、寄付やボランティア活動をこれ
まで以上に簡単に行えるように支援し、世界的に広がる寛容
の心に貢献しています。これらの社会貢献アプリには、合計
で 160 万人以上の Okta ユーザーがアクセスしており、昨年
の 120 万人から 26% もの大幅な増加となっています。実際、
Apps for Good の中で今年急成長している上位 4 つの社会
貢献アプリには、それぞれ 4 万人以上のアクティブなユニー
クユーザーが割り当てられています。（昨年、上位アプリそれ
ぞれのアクティブな割り当てユーザーは 1 万人以上でした。）
非常に誇らしい記録的な寄付者の増加です。なお、このデー
タは、組織レベルでの割り当てユーザーと、各自の Okta ダッ
シュボードにアプリを追加することを選択した個人の両方を
含んでいます。

昨年 1 位だった Benevity （寄付 / 助成管理プラットフォーム）は、
割り当てユーザー数が圧倒的に多く、引き続き首位の座を維持
しています。App for Good を導入している Okta の顧客のうち、
23% が Benevity を導入しています。3 位の CareerVillage は、

高校生と専門職をつないでキャリアアドバイスを提
供している非営利団体であり、昨年の 9 位から急上
昇しました。現在、Apps for Good でアプリを導入
している Okta の顧客の 48% が CareerVillage を、
28% が Vote.gov を、25% が企業の社会的責任ア
プリの KindLink を導入しています。割り当てユー
ザー総数が前年比で最も成長したアプリは、上位
から CareerVillage、Visit.org、Vote.gov となって
います。 

備考：データは個人用アプリと企業用アプリの両方を含みます。

最も人気のある社会貢献アプリ 
（割り当てユーザー数）

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

 
9.

10.

業務に最適なツール

https://store.givingusa.org/pages/annual-subscription
https://www.okta.com/apps-for-good/
https://benevity.com/
https://www.careervillage.org/
https://vote.gov/
https://www.kindlink.org/
https://www.visit.org/


Businesses at Work 2023

IT 部門は、セキュリティの強化、リモートワー
クの実現、新入社員のオンボーディングなど、
増え続ける手動タスクに限られた人材で 
対応しています。そのため、さまざまな業種
の多くの組織が、定型業務を安全に自動化
するために、ワークフローに注目しています。
たとえば、Okta Workflows は、コードを 
書くことなく、アイデンティティ管理プロ
セスを簡単かつ大規模に自動化できます。 
これにより、セキュリティの強化や効率化
を図ると同時に、IT スタッフはより高度な 
業務に専念できるようになります。

ワークフローの導入状況を業種別に見てみ
ましょう。（「ライブアカウント」とは、ワー
クフローを導入し、積極的に利用している 
顧客を指します。）このセクションは、今回
のレポートで初めて登場しましたが、テクノ
ロジー分野は、ワークフローを導入してい
るライブアカウント数では最も多く、ライブ
アカウントあたりのワークフロー数では平均
38 で 2 位にランクインしています。（保険分
野は、アカウントあたりのワークフローが平
均 40 と、さらに多くのワークフローを導入

しています。）プロフェッショナルサービスは、 
アカウントあたり平均 30 のワークフローを
誇り、2 位にランクインしています。ライブア
カウント数では、製造業とバンキング / ファ
イナンスアプリがそれぞれ 3 位と 4 位に僅差
で続いています。

多くの分野がテクノロジーに追いつき始めて
います。過去 6 か月間でワークフローを利
用するアカウントの増加を見ると、医療 / 医
薬品分野がライブアカウント数で 58% 増と 
最も高く、続いてファイナンス / バンキング
が 52% 増となっています。さまざまな業種
の企業が、ワークフローの導入による効率
化に注目するようになり、今後も継続的に
成長していくと思われます。 

各業種のワークフロー導入各業種のワークフロー導入 

流れに乗る

テクノロジー
プロフェッショナルサービス
製造
ファイナンス/バンキング
メディア/コミュニケーション
小売

非営利
医療/医薬品
卸売
教育
芸術/娯楽/レジャー
保険

2021年

ラ
イ
ブ
ア
カ
ウ
ン
ト
数

2022年

テクノロジー
プロフェッショナルサービス
製造
ファイナンス/バンキング
メディア/コミュニケーション
小売

非営利
医療/医薬品
卸売
教育
芸術/娯楽/レジャー
保険

2021年

ラ
イ
ブ
ア
カ
ウ
ン
ト
数

2022年

多くの分野がテクノロジーに追いつき始めています。 
過去 6 か月間でワークフローを利用するアカウントの 
成長率を見ると、医療 / 医薬品分野が最も高く、続い
てファイナンス / バンキングが続いています。

https://www.okta.com/platform/workflows


[3] Gartner®、「Gartner Forecasts 
Worldwide Public Cloud End-
User Spending to Reach Nearly 
$500 Billion in 2022」（2022 年 4
月 19 日）
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組み合わせから強みを得る 
従業員がいつでも、どこでも、安全にアク
セスできるようにと、多くの企業がデジタル
トランスフォーメーションを熱心に進めてい
ます。2020 年春以前にクラウドへの移行を
開始していなかった場合も、コロナ禍をきっ
かけに取り組み始めたケースが多いと考えら
れます。ハイブリッドワーカーのサポートの 
効率化、データアクセスの高速化、アプリ
ケーションの展開の迅速化、セキュリティの信
頼性向上、グローバルなコラボレーションの 
円滑 化など、さまざまな理由から、多くの 
企業がこぞってクラウドソリューションに注目し
ています。Gartner の予測によると、2023 年
末までに、全世界のパブリッククラウドのエン
ドユーザーの支出額は 6,000 億ドル近くにな
ります 3。

しかし、クラウドプラットフォームはポテト
チップスのようなもので、多くの企業は 1 つ 
だけでは満足しません。Okta のデータによる
と、2017 年以降のマルチクラウド導入のトレン
ドは衰える気配がありません。AWS は、シン
グルクラウドプラットフォームとして、またマル
チクラウド戦略の一部として、依然として優位
を保っていますが、他のプロバイダーの勢力も
拡大し始めています。

マルチクラウドの
台頭

https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2022-04-19-gartner-forecasts-worldwide-public-cloud-end-user-spending-to-reach-nearly-500-billion-in-2022
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2022-04-19-gartner-forecasts-worldwide-public-cloud-end-user-spending-to-reach-nearly-500-billion-in-2022
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2022-04-19-gartner-forecasts-worldwide-public-cloud-end-user-spending-to-reach-nearly-500-billion-in-2022
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2022-04-19-gartner-forecasts-worldwide-public-cloud-end-user-spending-to-reach-nearly-500-billion-in-2022
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2022-04-19-gartner-forecasts-worldwide-public-cloud-end-user-spending-to-reach-nearly-500-billion-in-2022


クラウド化の実現が非常に難しかった
時代がありました。覚えていますか。 
今日の組織は、データ、ワークフロー、 
生産性、コラボレーションといったツー
ルへのアクセスを、いつでもどこでも 
安全に提供できる必要があり、これを
可能にしているのがクラウドです。クラ
ウドへの移行は、もはやトレンドではな
く、ビジネスの必須事項です。そして、
クラウド化を部分的にしか実現していな
い企業は、大きなビジネスリスクを抱え
ていることになります。 

AWS は、2 位の Microsoft Azure の 8 倍
近い顧客数を獲得し、最も人気のある
クラウドの PaaS として君臨し続けて
います。AWS の顧客数は前年比 27%
増、ユニークユーザー数は前年比 50%
増となっています（昨年は顧客数が前
年比 32% 増）。だれも AWS を止める
ものはできないほどの勢いです。昨年
2 位 だった Microsoft Azure は、 現 在
もなんとか位置付けを守っていますが、
GCP がその差を縮めています。GCP は、

顧客数で前年比 40% 増、ユニークユー
ザー数で 60% 増と目覚ましい成長を遂
げており、 いつ Microsoft Azure を追
い抜いてもおかしくありません。これに 
対して、Microsoft Azure は顧客数が前
年比 10% 増、ユニークユーザー数が
同 16% 増となっています。

昨年は、HashiCorp の Terraform Cloud
がわずか 6 か月で 70% の飛躍的成長を
遂げ、8 位に入りました。その勢いは今
年も続いています。Terraform Cloud は
顧客数で前年比 93% 増、ユニークユー
ザー数で 192% 増の成長を記録して、ク
ラウドプラットフォームの成長マトリクスで
成長リーダーとなっています。この顧客
増加により、Terraform Cloud は今年の
最も人気のあるクラウドプラットフォーム
では 7 位、そして急成長アプリの総合ラ
ンキングでは 9 位に入りました。来年は、
この気鋭の新人がどんな活躍を見せる
か、非常に楽しみです。

最も人気のあるクラウドプラットフォームの成長率 最も人気のあるクラウドプラットフォーム

クラウドの 
さらなる躍進

AWS
Microsoft Azure
GCP
Twilio
MongoDB Atlas

Heroku
Terraform Cloud

Boomi
Rackspace
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Terraform Cloud は 顧 客 数 で 前 年 比 93%
増、ユニークユーザー数で 192% 増の成長
を記録して、クラウドプラットフォームの成長
マトリクスで成長リーダーとなっています。
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AWS
Microsoft Azure
GCP
Twilio
MongoDB Atlas

Terraform Cloud
Boomi
Rackspace

Heroku

https://azure.microsoft.com/en-us/


複数のクラウドプラットフォームを導入している顧客の割合

クラウドプラットフォームの組み合わせには
数多くの可能性があり、頭を悩ませるかもし
れませんが、主流となっている組み合わせが
あります。AWS と GCP を組み合わせて導入
する顧客が、他のどの組み合わせよりも多く
なっているのです。

Businesses at Work 2023

少なくとも 1 つのクラウドプラットフォームと
Okta を統合している顧客の数は、徐々に増え
てきています。しかし、企業活動は複雑であり、 
クラウドプラットフォームを 1 つ導入して終わり
にせず、複数導入する組織が増えつつあります。
Okta がこのトレンドを初めて報告したのは 2019
年でした。2022 年に OIN を通じて少なくとも 
1 つのクラウドプラットフォームを導入している顧
客のうち、14% は 2 つ以上のプラットフォームを
導入しています。

クラウドプラットフォームの組み合わせには数多
くの可能性があり、頭を悩ませるかもしれませ
んが、主流となっている組み合わせがあります。
AWS と GCP を組み合わ せて導入する顧 客が、 
他のどの組み合わせよりも多くなっているのです。
これら 2 つを導入している顧客の割合は、2 年
前の 2% から 3% に上昇しました。単体のクラウ
ドサービスとしては、AWS の利用が増え続けて
いますが、AWS と Microsoft Azure の組み合わ
せは、2 年前の 3% から現在は 2% に減少してい

ます。クラウドプラットフォームを組み合わせて 
導入する顧客のうち、Azure とGCP の組み合わせ、 
また は Azure と AWS と GCP を 組 み 合 わ せる 
顧客は 1% 未満で、昨年と変わっていません。

では、企業がマルチクラウド戦略を選択するの
はなぜでしょうか。アプリケーションコンテナの 
導入環 境で Google の強みを生かしたいなど、 
ベンダー固有の機能やベストオブブリードの機
能を求めている場合もあるでしょう（Google は、 
アプリ管理標準の Kubernetes を開発しました）。
他にも、ミッションクリティカルなアプリを実行
しているオンプレミスソフトウェアの統合の改善、
M&A によって継承したクラウド環境、コスト削減
の対策などが理由となる場合もあります。マルチ
クラウドの利用は毎年増加していますが、嵐のよ
うな勢いではなく、むしろ緩やかなうねりのよう
に進行しています。

最も人気のあるクラウドの組み合わせ
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1.6%

1.8%

2.0%

2.2%

2.4%

2.6%

2.8%

3.0%

2018年 2019年 2020年 2021年

AWS & GCP
Microsoft Azure & AWS
Microsoft Azure, AWS, & GCP
Microsoft Azure & GCP

https://kubernetes.io/


暮らしの中の
アプリ
仕事とプライベートの境界が曖昧になっています。もしかする
と、この先ずっと曖昧なままかもしれません。個人的なタス
クの中には、標準の業務時間内に終わらせないといけない
ものもあります。従業員が勤務時間中に私用を済ませている
ことは、企業も承知しています。また、夜間や週末に業務連
絡を受けなければならない従業員は、誰も見ていないところ
でネットサーフィンをしても、あまり罪悪感はないのかもしれ
ません。私たちはどこにいても、家計をやりくりし、健康に
気遣い、社会生活をこなしています。1 日の業務時間は長く、
休憩時間は短く、何もせずにジョギングの時間が記録される
わけでもありません。 

このセクションでは、全社的に展開されているアプリと、 
従業員個人がダッシュボードに追加しているアプリを紹介し
ます（これらのアプリを合わせて「業務用と個人用」と呼び
ます）。現在はオンライン決済が浸透していますが、実際に
デジタル決済プラットフォームは増えています。また、フィッ
トネスに真剣に取り組む人が増えているため、フィットネスや
メンタルヘルスの記録ツールの利用も大きく拡大しています。
そして最後に、せっかく健康増進を目指すのであれば、その
動画を世界に発信してはどうでしょうか。マイクロブログツー
ルの利用が減少している一方で、動画共有ツールは急成長し
ています。つながりを自由に追及できる時代になっているの
です。
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3 年前に決済アプリをチェックしたこ
ろから、状況は大きく変化しました。
2019 年 にデジタル 決 済 分 野 から急
成長アプリのトップ 10 入りしたのは、
PayPal だけでした。デジタル決済ア
プリの数が急増した現在、さらに 2 つ
のアプリが新たにランキングに登場し
ました。2019 年に最も人気の高かっ
たファイナンス / バンキングアプリの
PayPal は、引き続き首位を堅持してい

ますが、デジタル決済アプリの Stripe
と Venmo もトップ 10 入りしています

（3 年前はどちらもランキング圏外でし
た）。これら 2 つの新しい決済アプリは、
PayPal 以上のスピードで成長してお
り、Stripe は顧客数で前年比 33% 増、
Venmo は同 26% 増と急増しています。
ただし、PayPal も前年比 20% で伸び
続けています。

デジタル決済以外では、従来のバン
キング / ファイナンスアプリの Bank of 
America が、2019 年のバンキング / ファ
イナンス分野で 2 位を獲得し、その地
位を保持しています。しかし、顧客数は
前年比 11% 増にとどまり、競合他社が
追い上げる余地が残っています。また、
Fidelity が前年比 16% の顧客増加で
American Express と Wells Fargo を 
抜いて 3 位を獲得しており、この緊迫し
た競争から目が離せない状況になって
います。

ユニークユーザー数で見ると、Morgan 
Stanley の Shareworks の人気が圧倒
的に高くなっています。従業員個人がス
トックオプションを管理できるこのツー
ルは、ユニークユーザー数が過去 3 年
間で 291% 増加しました。  

最も人気のあるバンキング/ファイナンスアプリ

最も人気のあるファイナンス / バンキ
ングアプリの PayPal は、引き続き首
位を堅持していますが、デジタル決済
ア プリの Stripe と Venmo もトップ
10 入りしています。

PayPal
Bank of America
Fidelity
American Express
Stripe
Wells Fargo
Intuit Mint

Chase
Schwab
Venmo

2016年

顧
客

数

2017年 2019年2018年 2021年2020年 2022年

Most Popular 
ファイナンス/バンキングアプリ
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Intuit Mint
Chase
Schwab
Venmo

PayPal
Bank of America
Fidelity
American Express
Stripe

Wells Fargo

最も人気のあるバンキング / ファイナンスアプリ

e ウォレットの 
中身は？

備考：データは個人用アプリと企業用アプリの両方を含みます。

https://www.paypal.com/
https://stripe.com/
https://venmo.com/
https://promotions.bankofamerica.com/
https://promotions.bankofamerica.com/
https://www.fidelity.com/
https://www.americanexpress.com/
https://www.wellsfargo.com/
https://www.shareworks.com/


Businesses at Work 2023

Fitbit
MyFitnessPal
Strava
Garmin Connect
WeightWatchers

Vitality

このカテゴリでは、フィットネスが盛り上がり、 
ダイエット文化は若干スリムになったようです。 
今年のトップ 10 ランキングでは、6 つのアプリが
何らかの形で運動をテーマとしています。上位の
4 つ（Fitbit、MyFitnessPal、Strava、Garmin 
Connect）は、いずれも運動量、活動量、パフォー
マンスを記録するためのアプリです。こうしたアプ
リの力強い成長は、身体を動かす習慣が広がって
いることを示しています。フィットネスアプリの中
でも、運動パフォーマンス記録アプリの Nike Run 
Club は、顧客数で前年比 23% 増と、最も大きな
伸びを見せています。

一方、 ダイエットアプリは、 単 独 では 人 気 が 
落ちているようです。2020 年の 6 月から 7 月に
かけて （コロナ禍で美味しいものをたらふく食べ
た後に）利 用が増 加した WeightWatchers は、 
成長が急激に衰えています。Okta のデータでも、 
前年比で 17% 顧客を減らし、大幅に落ち込んで
います。

また、どのアプリが急速に普及しているのでしょ
うか。顧客数で最も成長している 2 つのアプリ、
LiveWell from Optum （顧客数で前年比 32% 増）
と Modern Health （同 30% 増）は、メンタルヘ
ルス、レジリエンス、ワークライフバランスの向上
に役立っています。メンタルヘルスは、企業にとっ
てますます重要度が増しており、78% の組織が

現在メンタルヘルスのリソースを提供しているか、
今後 1 年間で追加する予定です。世界保健機関

（WHO）の推計によると、「世界全体で、うつ病や
不安神経症のために、推定で毎年 120 億日分の
労働時間が失われ、生産性の損失コストは年間
1 兆ドルに上っている」ことから、メンタルヘルス
は社会問題に関心の高い組織にとっても、財務の
問題に関心の高い組織にとっても、取り組むべき
重要課題であるといえます。

もちろん、健康管理 / ウェルネスはすべて個人
に帰結することです。ユニークユーザー数での
健 康管 理 / ウェルネスアプリの成長を見ると、
Modern Health が 過 去 2 年 間 で 228% という 
驚異的な伸びを示し、圧倒的な首位を獲得してい
ます。また、健康管理プラットフォームの Vitality
が過去 2 年間で 73% の成長を遂げ、ユニークユー
ザー数で 2 位に入っています。さらに、運動記録
アプリの Strava と Fitbit が、ユニークユーザー
数でそれぞれ 3 位と 4 位に着けています。 

フィットネスが強くなり、ダイエットはスリムダウン

勢い付く健康管理 / 
ウェルネスアプリ

今年のトップ 10 ランキングでは、6 つ
のアプリが何らかの形で運動をテー
マとしています。上 位の 4 つ（Fitbit、
MyFitnessPal、Strava、Garmin 
Connect）は、いずれも運動量、活動量、
パフォーマンスを記録するためのアプリ
です。

最も人気のある健康管理/ウェルネスアプリ 
主要な
健康管理/ウェルネスアプリ

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

顧
客
数

Nike Run Club
Modern Health
LiveWell
Life Time Fitness

備考：データは個人用アプリと企業用アプリの
両方を含みます。

https://www.fitbit.com/
https://www.myfitnesspal.com/
https://www.strava.com/
https://connect.garmin.com/
https://connect.garmin.com/
https://www.nike.com/nrc-app
https://www.nike.com/nrc-app
https://www.weightwatchers.com/
https://www.livewell.optum.com
https://www.modernhealth.com/
https://www.workplacementalhealth.shrm.org/wp-content/uploads/2022/04/Mental-Health-in-America-A-2022-Workplace-Report.pdf?utm_source=all&utm_medium=social&utm_campaign=foundation_shrm~comms_general~mental_health_report&utm_content=mental-health-resources
https://www.workplacementalhealth.shrm.org/wp-content/uploads/2022/04/Mental-Health-in-America-A-2022-Workplace-Report.pdf?utm_source=all&utm_medium=social&utm_campaign=foundation_shrm~comms_general~mental_health_report&utm_content=mental-health-resources
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/mental-health-at-work
https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/mental-health-at-work
https://www.vitalitygroup.com/


Vimeo
TeamSnap
Yelp

Wistia
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ブラウ ザ の タブが 多 数 開 いていて
も、仕事以外の時間はほとんどありま
せん。そして、休暇中の友人の動画、 
話題のレストランの口コミなど、抵抗
し難い誘惑はたくさんあります。

トップ 10 のソーシャルメディアアプリ
の中で、明確なビジネス機能を持つ
のは、首位の LinkedIn だけです。た
だし、現 職のアピールよりも転職先
探しに活用している人もいるかもしれ
ません。その他のアプリはおおむね、 
他の人とつながり、意見やコンテンツの 
共有に重点を置いています。

LinkedIn は、Okta のこれまでのデータ
ではソーシャルメディア分野のリーダー
であり、成長し続けています。今年も
顧客数で前年比 14% 増となり、ソーシャ
ルメディアアプリの中で 4 番目に急成長
しています。常に 2 位の Facebook も、
同様のペースで顧客を増やしています。
3 位を保持していた Twitter は、イー
ロン・マスク氏が同社を買収する意向
を表明した直後の 5 月にピークに達し
ました。10 月にようやく取引が成立し
たときには、すでに顧客増加の勢いが 

横ばい状態になっていました。それで
も、Twitter は顧客数で上位 50 圏内に
残り、49 位に着けています。#top50

ソーシャルメディアランキングの 8 位
にランクインしている TeamSnap は、 
顧客数が前年比 20% 増で成長してい
ます。子どもが複数のスポーツに取り
組み、NASA のロケット打ち上げよりも
複雑なスケジュール管理をこなしている
保護者にとっては、便利なアプリです。
10 位に入った動画ホスティングプラット
フォームの Wistia は、前年比 15% の
顧客増加を記録しました。一方、人気
の動画共有ハブである Vimeo's は今
年に入ってから急激に成長が鈍化して
います。コンテンツ共有の好みは常に 
変化しており、その気まぐれな性質を 
反映した状況になっています。

顧客数ではなくユニークユーザー数で
ソーシャルメディアアプリの成長を見る
と、どうなるでしょうか。首位を獲得し
た ツ ール は、Employee Advocacy by 
Sprout Social （旧 Bambu by Sprout 
Social）です。これは、従業員が承認
済みコンテンツを簡単にソーシャルネッ

トワークに投稿できるプラットフォーム
で す。Employee Advocacy by Sprout 
Social は、過去 3 年間でユニークユー
ザー数が 745% 増という驚異的な伸び
を示し、LinkedIn すらも引き離してい
ます（この期間に、LinkedIn のユニー
クユーザー数は 66% 増、Facebook は
64% 増でした）。ユニークユーザー数
で見ると、Twitter は総合で 7 位とな
り、Twitter にアクセスするユニークユー
ザ ー 数 は 2019 年 10 月 か ら 2022 年 
6 月のピークまで 50% 増加し、その
後は逆に 2022 年 6 月から 10 月まで
20% 減少しました。  

最も人気のあるソーシャルメディアプラットフォーム最も人気のあるソーシャルメディアプラットフォーム

「いいね！」 
「フォロー」 
「シェア」のリーダー

LinkedIn
Facebook
Twiter
YouTube
Instagram

Pinterest
Vimeo
TeamSnap
Yelp
Wistia

主要な
シャルメディアプラットフォーム

2016 2017

顧
客
数

2018 2019 2020 2021 2022

LinkedIn
Facebook
Twitter
YouTube
Instagram

Pinterest

LinkedIn は、Okta のこれまでのデー
タではソーシャルメディア分野のリー
ダーであり、成長し続けています。

備考：データは個人用アプリと企業用アプリの
両方を含みます。

https://www.linkedin.com/
https://www.facebook.com/
https://twitter.com/
https://www.cnn.com/2022/04/25/tech/elon-musk-twitter-sale-agreement
https://www.cnn.com/2022/04/25/tech/elon-musk-twitter-sale-agreement
https://www.cnn.com/2022/04/25/tech/elon-musk-twitter-sale-agreement
https://www.teamsnap.com/
https://wistia.com/
https://vimeo.com/
https://sproutsocial.com/features/employee-advocacy/
https://sproutsocial.com/features/employee-advocacy/
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セキュリティの
トレンド

境界ベースのセキュリティは、そもそもクラ
ウド主導の動的な環境向けではないため、
セキュリティの最新のニーズを満たすのは 
困難です。一方、アイデンティティベースの
セキュリティは、一部の市場ではベストプ
ラクティスとして新たな要件・義務となり、 
優先的に採用されています。多くのサイバー
セキュリティチームは、アイデンティティ
ファーストのセキュリティが、成長するクラ
ウドファーストのビジネスを保護するために 
信頼できる唯一の方法であると考えています。

大衆メディアでは「ハイブリッドワークの 
終わり」が語られています。しかし、これが
誇張であることは Okta のデータが裏付け
ています。セキュリティ分野では現在でも、 
企業ネットワーク外から接続するユーザー
を保護し、悪意あるアクセスを阻止するツー
ルが急成長しています。ファイアウォール、
VPN、クラウドセキュリティツール、エンド
ポイント管理アプリは、いずれもワークフォー
スセキュリティチームにとっては最重要事項
です。今日のセキュリティや脅威を取り巻く
環境では、多様なソリューションが求められ、
それはデータにも表れています。 

認証を強化し、保証レベルの高いアイデンティ
ティ要素を頻繁に使用し、旧来のパスワード
とセキュリティの質問の組み合わせから脱却
する組織が増えています。人為的なミスが発
生しやすいパスワードを排除することが、企業 
セキュリティのベストプラクティスの 1 つであ
ることは変わりません。ちなみに、NordPass
が毎年発表している調査によると、2022 年に
最もよく使われたパスワードは「123456」で
はなく「Password」でした。しかし、これ
ら 2 つのパスワードを使用している人の数は、 
前年のレポートから大幅に減少しています。 
パスワードフィルターや自動パスワードポリ
シーの適用が増加したことにより、ユーザー
側が対応を迫られるようになっていることが一
因と考えられます。

Okta の顧客は、保証レベルの高い認証
要素へと移行しているだけではなく、ゼロ
トラストに全力で取り組んでいます。4 年
前の調査では、ゼロトラストの取り組みを 
実施している、または今後 12 ～ 18 か月
以内に実施すると回答した企業は、わずか
16% でした。Okta の「2022 年ゼロトラス
トセキュリティの現状」レポートで報告し
たように、現在この割合は 97% に達して
います。

各人が常に適切なタイミングで適切なレベ
ルのリソースにアクセスできるようにするこ
とが、セキュリティ、管理、コンプライア
ンスなど、ビジネスの根幹に関わる問題に
おいて、かつてないほど重要な意味を持つ
ようになっています。ゼロトラストの取り組
みは、組織によって異なります。ビジネス
の必須事項、テクノロジースタック、戦略
的優先事項に応じて、多様なソリューショ
ンが選ばれます。しかし現在では、ゼロ
トラストとアイデンティティアクセス管理 
ソリューションを組み合わせた強力な一元
管理によって、ユーザー、デバイス、データ、
ネットワーク間のアクセスを統制できる 
ことが、全世界で認識されつつあります。 

コンテキストベースのアクセスポリシーは、
アクセス時に使用されるデバイスの信頼
度、アクセスが試行された場所、ユーザー
自身 / リソース自体などの重要な要素を 
評価するものであり、ゼロトラスト構成
に不可欠です。Okta のデータによると、 
顧 客 の 約 4 分 の 1 が 少なくとも 1 つ の 
ゼロトラスト構成を導入しており、その割
合は増加しています。アクセス構成の改善、 

アダプティブ MFA イベントの増加、バイオ
メトリクスや Web 認 証（WebAuthn） の 
台頭を見ることで、ゼロトラストの取り組み
状況を理解できます。

今年は、全世界の従 業員の変 化を促す 
セキュリティトレンドを深く掘り下げるた
め、ワークフォースアイデンティティの顧
客に焦点を絞っています。カスタマーアイデ
ンティティの詳細については、「2022 State 
of Secure Identity Report」 レ ポ ー ト を 
ご覧ください。では、ワークフォースアイデ
ンティティのデータをチェックしましょう。 

https://www.theatlantic.com/technology/archive/2022/07/work-from-home-rto-flexibility/661495/
https://nordpass.com/most-common-passwords-list/
https://nordpass.com/most-common-passwords-list/
https://www.okta.com/resources/whitepaper-the-state-of-zero-trust-security-2022/thankyou/
https://www.okta.com/resources/whitepaper-the-state-of-zero-trust-security-2022/thankyou/
https://auth0.com/resources/whitepapers/2022-state-of-secure-identity-report-jp/
https://auth0.com/resources/whitepapers/2022-state-of-secure-identity-report-jp/
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分散型のハイブリッドワークが当たり前となっ
ている今日、リモートワーカーのインター
ネット接続を保護することがこれまで以上に 
重要です。脅威が急増している中、ネットワー
クの最も脆弱な部分からの侵入を阻止でき
れば、デジタル資産を保護しやすくなります。
そして、進化し続ける脅威に対抗するには、
進化し続けるツールセットを使いこなす必要
があります。ここでは、企業がどのようなツー
ルを使って従業員を保護しているかを見てい
きましょう。

VPN やファイアウォールツールが、2016 年
の 6 位 から 2018 年 に は 3 位、2019 年 に
は 2 位と、着実に人気を高めているのは 
当然といえるでしょう。2020 年 3 月にコロナ
禍によるリモートワークの増加を受け、VPN
とファイアウォールの需要が高まりました。
このカテゴリが最も急速に成長するようにな
り、これが現在も続いています。Palo Alto 
Networks GlobalProtect や Prisma Access
などの VPN やファイアウォール、Zscaler や
Netskope などのリモートアクセスを提供す
るスタンドアロンの ZTNA（ゼロトラストネッ
トワークアクセス）ソリューションは、コロナ
前から着実に成長していましたが、現在最も
必要とされているセキュリティツールであり、
顧客数で前年比 31% 増を誇っています。 

2 位のエンドポイント管理 / セキュリティも、
企業環境での BYOD（個人所有デバイスの
業務利用）ポリシーのサポート拡大に伴い、
前年比 25% 増の顧客数を記録しています。
Forrester のデータによると、コンピューター、
タブレット、スマートフォンの BYOD 採用率
は 50% を超えており、今後も低下すること
はないと見込まれています 4。そのため、サー
ドパーティの請負業者、ベンダー、従業員
が所有するものであっても、これらの個人
用デバイスがリスクをもたらさないように
する方法が必要となっています。 

プライマリクラウドとしてのアイデンティティ
を考えることで、もはや 1 つのテクノロジー
エコシステムに縛られることなく、より多くの
オペレーティングシステムやアプリケーショ
ンの選択肢を享受できます。こうした変更に
よって、Apple デバイスに対する企業の門戸
が開かれたと見られます。Computerworld
は、企業での Mac のノートブックの使用率
が 63% 上 昇 し た 2021 年 が、「Apple が 
真にエンタープライズ市場に参入した年」で
あると宣言しました。IDC のレポートでは、
2021 年までに「米国企業における macOS
デバイスの使用率は 23% に達し、iPhone
はビジネス用スマートフォンの 49%、iPad
は職場で使われるタブレットの大部分を占め

[4]  「T h e St a t e  o f  E n d p o i n t 
S e cur it y,  20 2 2 」（Fo r r e s te r 
Research, Inc.、2022 年 7 月 21 日）

高まる重要性 

セキュリティカテゴリ内の 
首位争い

https://www.forrester.com/surveys/forrester-analytics-business-technographics-r-infrastructure-survey-2021/SUS6772
https://www.computerworld.com/article/3644494/2021-the-year-apple-became-a-big-player-in-enterprise-tech.html
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US46965620
https://www.forrester.com/surveys/forrester-analytics-business-technographics-r-infrastructure-survey-2021/SUS6772
https://www.forrester.com/surveys/forrester-analytics-business-technographics-r-infrastructure-survey-2021/SUS6772
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るようになる」と報告されています 6。実際に、
エンドポイント管理 / セキュリティツールの中で
最も急成長しているのは、Apple デバイスを保護
するための Jamf Pro と Kandji です。 

それでは、エンドポイント管理 / セキュリティツー
ルを詳しく見ていきましょう。このカテゴリでは、
過去 4 年間に顧客数で 428% 増という高い成長
を実現した Jamf Proが支配的です。Jamf Pro は、
他のツールの 3 倍以上の顧客数を誇っているにも
かかわらず、今年も顧客数で 37% という堅調な
伸びを記録しました。総合ランキングで最も成長
したアプリとなった Kandji は、顧客数で前年比
172% 増と顕著な伸びを示しました。エンドポイ
ント管理 / セキュリティツールの中で、1 年前の 
9 位 から 4 位 に 急 上 昇した Kandji は、2 位と
3 位 の VMware Workspace ONE と VMware 
Carbon Black Endpoint を急速に追い上げてい
ます。エンドポイント管理 / セキュリティは明らか
に注目すべき領域であり、実際に 2020 年 8 月以
降は、テクノロジー分野における顧客数では最も
人気の高いセキュリティカテゴリとなっています。 

サ イバ ー 攻 撃 は 依 然 として 増 加 して お り、
KnowBe4、Cofense PhishMe、Proofpoint 
Security Awareness Training な ど のト レ ー ニ
ングツールが素晴らしい成長を実現しています。
トレーニングツールの顧客 数は過去 1 年間で
39%、過去 4 年間で 436% という特筆すべき伸
びを示しています。「Verizon 2022 Data Breach 

Investigations Report」によると、ランサムウェ
アの攻撃は 25% 増加しています。この状況では、
スタッフのセキュリティトレーニングに投資する 
ことが理にかなっています。 

境界はアイデンティティに移行しましたが、ネット
ワーク管理が重要でなくなったわけではありません。 
インフラストラクチャ監視とサーバーアクセスツール
も、急成長セキュリティカテゴリのトップ 4 に入っ
ています。インフラストラクチャ監視は、顧客数
が前年比 29% 増、過去 2 年間で 66% 増となり

ました。同様に、サーバーアクセスツールの顧客
数は前年比 29% 増、過去 2 年間では 75% 増を
記録しています。 

最も人気のあるセキュリティカテゴリ

[6 ]  I D C 、「I D C  M a r k e t S c a p e : 
Wor ldwide Unif ie d Endpoint 
M a n a g e m e n t  S o f t w a r e  f o r 
A p p l e  D e v i c e s  2 0 2 1  V e n d o r 
Assessment」（IDC、2021年1月）

備 考：Okta 製 品の利 用を報
告するデータは、このチャー
トに含まれません。 

VPN/ファイアウォール
エンドポイント管理/セキュリティ
トレーニング
インフラストラクチャ監視
メールセキュリティ
セキュアWebゲートウェイ
セキュリティアナリティクス

データ漏えい対策
特権アクセス管理

アイデンティティガバナンス／管理
セキュリティ認証

サーバーアクセス
プロキシ
コンプライアンス
クラウドアクセスセキュリティブローカー
アイデンティティガバナンス／管理

2016年

顧
客
数

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

セキュリティの主要カテゴリ

VPN/ファイアウォール
エンドポイント管理/セキュリティ
トレーニング
インフラストラクチャ監視
メールセキュリティ
セキュアWebゲートウェイ

セキュリティアナリティクス
データ漏えい対策
特権アクセス管理
サーバーアクセス
プロキシ
コンプライアンス

クラウドアクセスセキュリティブローカー
アイデンティティガバナンス/管理
ネットワーク監視 
セキュリティ認証

2020 年 3 月にコロナ禍によるリモー
トワークの増加を受け、VPN とファ
イアウォールの需要が高まりました。 
このカテゴリが最も急速に成長するよ
うになり、これが現在も続いています。

https://www.vmware.com/products/workspace-one.html
https://www.vmware.com/products/carbon-black-cloud-endpoint.html
https://www.vmware.com/products/carbon-black-cloud-endpoint.html
https://cofense.com/product-services/phishme/
https://www.proofpoint.com/us/products/security-awareness-training
https://www.proofpoint.com/us/products/security-awareness-training
https://www.verizon.com/business/resources/reports/dbir/
https://www.verizon.com/business/resources/reports/dbir/
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US46965620
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US46965620
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US46965620
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US46965620
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US46965620
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ソーシャルエンジニアリングやクレデンシャルベースの攻撃
は、攻撃者が好む手口として長い間使われています。この種
の攻撃を阻止するために、MFA の実装によって大きな効果を
発揮できることは理解されています。しかし、すべての MFA
が同じように作られているわけではありません。 

かつての MFA は、多くのセキュリティ対策がある中で目立た
ない存在でした。しかし今日では、ほとんどの組織が MFA
の重要性を認識するようになっています。保証レベルの高い
要素を使用していない企業は、MFA によるセキュリティの 
重要な要素を活用していないのと同じです。しかし今年は、
ワークフォースアイデンティティで保証レベルの低い要素の
利用が減っています。

2 年前、14% の顧客は依然として保証レベルの低いセキュリ
ティの質問を MFA 要素の 1 つとして導入していました。この
割合が下がってきているのは歓迎すべき傾向です（ソーシャ
ルメディアのおかげで、通った学校や最初のペットの名前
は秘密とは言えなくなりました）。2022 年には 10% まで減
少しています。これは、人類にとっては小さな一歩ですが、 
アクセスセキュリティを徐々に向上させるためには大きな 
飛躍です。

最も人気のある保証要素タイプ

MFA の 
保証レベルの違い
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要素グループの成長率

備考：WebAuthn は、U2F や YubiKey と一緒に「セキュ
リティキー / 生体情報」にまとめられています。ワンタイ
ムプッシュ（OTP）認証の Google Authenticator、Duo 
Security、RSA SecurID、HMAC ベースのワンタイムパ
スワード（HOTP）、Symantec VIP は、「 その 他 の OTP
認証ツール」にまとめられています。 
SMS と音声通話による認証は、「SMS/ 電話」にまとめら
れています。

Okta Verify（プッシュ/FastPassを含む）
その他のOTP認証ツール
SMS/電話
セキュリティキー/生体情報
メール
セキュリティの質問

Okta Verify（プッシュ/FastPassを含む）

その他のOTP認証ツール

SMS/電話

セキュリティキー/生体情報

メール

セキュリティの質問
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Okta Verify（プッシュ/FastPassを含む）
その他のOTP認証ツール
SMS/電話

セキュリティキー/生体情報
メール
セキュリティの質問

要素グループ 含まれる要素 保証レベル

メール メール 低

Okta Verify Okta Verify（プッシュ/FastPassを含む） 高

その他のOTP認証ツール
Duo Security、Google Authenticator、
HOTP、RSA SecurID、Symantec VIP 中

セキュリティキー/生体情報
WebAuthn（FIDO 2.0）、U2F（FIDO 1.0）、
YubiKey 高

セキュリティの質問 セキュリティの質問 低

SMS/電話 SMS、音声通話 低

サードパーティIdP サードパーティIdP 中

保証レベルの高いセキュリティキーや生体
認証（WebAuthn を含む）の利用は、1 年
前の 21% から 2022 年には 24% に上昇し
ました。また、カテゴリとしても、顧客数で
前年比 46% 増、ユニークユーザー数では 
同 211% 増と急 成 長しています。 その 他
の頼もしい動向として、保証レベルの高い
Okta Verify（プッシュ /FastPass を含む）は、 
現在 88% の顧客に導入されており、2 年前
より 6 ポイント増加しています。

保証レベルの低いメールの利用が増加して
いるのは、残念な傾向です。メールの受信
箱は脆弱なため、要素としてのメールも同様
に脆弱です。コロナ禍以前は、MFA の保証
にメールを利用している顧客は 2% 未満でし
たが、現在では 12% に上昇し、顧客数で
前年比 58% 増となりました。 
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ドライブスルーで買った朝食のサンドイッチ
まで含め、あらゆるものが共有されるソー
シャルメディアの世界では、セキュリティの
質問が専門の攻撃者に見破られる可能性が
ますます高くなっています（初めて買ったク
ルマの車種なら大丈夫かって？インスタの 
写真でステアリングにトヨタのロゴが写って
いましたよ）。一方で、セキュリティの質問が 
いかに安全でないかが、さまざまな業種で
理解され始めているという朗報もあります。

今年は、教育分野とメディア / コミュニケー
ション分野で、セキュリティの質問の利用が
大きく減り、それぞれ前年比 13% 減となっ
ています。続いて、不動産 / 賃貸 / リースで
も 11% 低下しています。他にも、ファイナン
ス / バンキング（3% 減）と小売（2% 減）で、
セキュリティの質問の信頼性の低さが認知さ
れています。利用が減っている要素はセキュ
リティの質問だけですが、安全でない要素
の衰退は良い傾向です。

セキュリティキー / 生体情報の利用は増加
傾向にあり、アイデンティティの保証レベル
がさらに向上しています。こうした要素は保
証レベルが高く、特に運輸 / 倉庫（前年比
67% 増）、教育（同 53% 増）、ファイナンス /

バンキング（同 46% 増）で高い伸びを示し
ました。最も成長が鈍い非営利団体でも、
セキュリティキー / 生体情報の利用は前年比
で 22% 増加しています。

セキュリティの質問の利用が最も減少した
業種で、同時にセキュリティキー / 生体情
報の利用が 30% 以 上増加している点は、 
重要なポイントです。教育分野では、セキュ
リティの質問が 13% 減り、セキュリティキー/
生体情報が 53% 増加しました。ファイナン
ス / バンキング分野では、セキュリティの 
質問が 3% 減り、セキュリティキー / 生体情
報が 46% 増加しました。メディア / コミュニ
ケーション分野では、セキュリティの質問が
13% 減り、セキュリティキー / 生体情報が
31% 増加しました。不動産 / 賃貸 / リース
分野では、セキュリティの質問が 11% 減り、
セキュリティキー / 生体情報が 36% 増加し
ました。小売分野では、セキュリティの質問
が 2% 減り、セキュリティキー / 生体情報が
36% 増加しました。そして、小売分野では、
セキュリティの質問が 2% 減り、セキュリティ
キー / 生体情報が 45% 増加しました。

 

セキュリティの質問を問う

要素グループの成長
（業種別）

要素グループの成長（業種別）

認証要素の業種別成長率
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さまざまな業種で、セキュリティの質問がいかに 
安全でないかが理解され始めています。今年は、 
教育分野とメディア / コミュニケーション分野で、 
セキュリティの質問の利用が大きく減り、それぞれ 
前年比 13% 減となっています。

備考：黒の部分は、前年比の伸びを判断するの
に十分なデータがないことを示しています。
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医療 / 医薬品、行政、小売、テクノロジー、非営
利団体など、幅広い業種が MFA の重要性を認識
し、複数の要素で堅調な伸びを示しています。た
とえば、医療 / 医薬品は、全体として顕著な伸び
を示しました。セキュリティキー / 生体情報の利
用が前年比で 36% 増、音声通話 /SMS の利用が
33% 増、Okta Verify の利用が 31% 増、その他の
ワンタイムパスワード（OTP）認証の利用が 38%
増となりました。こうした動きは、患者の個人情報
保護に取り組む上での大きな前進です。

メールの利用は、組織が他の要素に使用するた
めの物理デバイスを発行できなかったコロナ禍中
に増加し始め、ほぼ全体的に確実に増加していま
す。この増加を後押ししているのは、建築 / 土木 / 
建設分野（前年比 140% 増）です。さらに、卸売

（前年比 74% 増）、行政（同 73% 増）、そしてテク
ノロジー分野（同 61%）が続いています。

ゼロトラストの原則は、「決して信用せず、常に 
検証する」ことであり、特にアクセスポイントで 
重要です。昨年の Web アプリケーションの侵害
の 80% 以上が資格情報の不正使用によるもので 
あり、ランサムウェア攻撃では盗まれた資格情報
が最も多く手口として使用されたことが報告され
ています。従来のネットワーク境界が消滅しつつ
ある中、デジタルフットプリントを持つすべての組
織は、主にコンテキスト情報とアクセスポリシー
の構成によって、堅牢なアイデンティティ保護を 
確立する必要があります。ゼロトラストの原則が 
あらゆる業種で採用され、多くの組織がこの取り
組みで有意義な前進を遂げています。

アイデンティティはどれほど重要なのでしょうか。
今年の調査では、80%の組織がゼロトラストセキュ
リティ戦略全体にとってアイデンティティが重要で
あると回答しており、さらに 19% はアイデンティ
ティがビジネスクリティカルであると断言していま
す。つまり、99% の組織が、アイデンティティを 
ゼロトラスト戦略の主要要素として考えています。

Okta の顧客は、ユーザー、デバイス、ネットワー
クのコンテキストにフォーカスしたソリューション
により、戦略的にゼロトラストに取り組んでいます。
ネットワークのコンテキストでは、リスクベースのポ
リシーの利用が過去 2 年間で 147% 増加していま
す。ユーザーのコンテキストでは、パスワード不要
の Web 認証の新しい世界標準である WebAuthn
を導入する顧客が 60% 増加しました。また、デバ

イスのコンテキストでは、デバイストラストの構成を
導入する顧客が 21% 増加しています。 

これらすべての努力によって、進化し続ける脅威
から現代の企業を真の意味で保護するための進展
が期待されます。 

より安全な未来のために 

ゼロトラスト導入の 
進捗状況

ゼロトラスト導入の進捗

ネットワークのコンテキスト

過去 2 年間でリスクベースのポリ
シーが増加
顧客の割合は、2020 年 10 月の 1.9% から 
2022 年 10 月には 4.7% に増加

+147%

過去2年間で 
WebAuthnが増加
顧客の割合は、2020年10月の11.7%から2022
年10月には18.6%に増加

+60%
ユーザーのコンテキスト

過去2年間でリスクベースの 
ポリシーが増加
顧客の割合は、2020年10月の7.7%から 
2022年10月には9.3%に増加

+21%
デバイスのコンテキスト

https://www.verizon.com/business/resources/reports/dbir/
https://www.verizon.com/business/resources/reports/dbir/
https://www.okta.com/resources/whitepaper-the-state-of-zero-trust-security-2022/thankyou/
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リモートやハイブリッドの活動が拡大
した 今 日 のビジネス環 境 において、 
ゼロトラストは原則からビジネスの必須
事項へと急速に進化しています。そこ
で、組織の保護のために企業が投資し
ている構成について探っていきましょう。 

（ゼロトラスト構成とは、「決して信用せ
ず、常に検証する」というゼロトラスト
のアプローチをネットワーク/ユーザー/
デバイスのコンテキストで使 用する 
構成を指します。）

Okta の 顧 客 は、22% が 1 つ 以 上 の 
ゼロトラスト構成を導入しており、2 年
前から 10% 増加しています。しかし、
依然として多くの企業がゼロトラストに
取り組んでいない（あるいはゼロトラ
ストの計画を実行に移していない）の
が現状です。とは言え、多少なりとも 
進展しています。

当然といえば当然ですが、採用率が 
最も高いのはテクノロジー分野です。
今年は、テクノロジー企業の 3 分の 
1 以上がゼロトラスト構成を採用しまし
た。34% は、少なくとも 1 つのゼロト
ラスト構成を導入しており、7% は 2 つ
の構成を導入しています。業種別では、
ファイナンス / バンキングの 4 分の 1 以
上（26%）が、少なくとも 1 つのゼロ
トラスト構成を導入しており、5% は 
2 つの構成を導入しています。医療 / 
医薬品分野では、23% が 1 つのゼロト
ラスト構成を導入しており、5% は 2 つ
の構成を導入しています。

決して信用せず、常に検証せよ

ゼロトラスト構成が
拡大

ゼロトラスト構成の導入数（業種別）

O
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a導
入
組
織

テクノロジー
テクノロジー業界では、

Okta導入組織の34%が少なくとも
1つのゼロトラスト構成を導入している

ファイナンス/バンキング
ファイナンス/バンキング
業界では、Okta導入組織
の26%が少なくとも1つ
のゼロトラスト構成を
導入している

医療/医薬品
医療/医薬品業界では、
Okta導入組織の23%が

少なくとも1つのゼロトラスト
構成を導入している

行政
行政機関では、Okta導入
組織の20%が少なくとも
1つのゼロトラスト構成を

導入している

教育
教育機関では、

Okta導入組織の17%が
少なくとも1つのゼロトラ
スト構成を導入している
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ゼロトラストの導入状況
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ゼロトラスト構成を3つ導入

Okta の 顧 客 は、22% が 1 つ 以 上 の 
ゼロトラスト構成を導入しており、2 年
前から 10% 増加しています。
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アダプティブMFAのイベント数（業種別）

ゼロトラストの
トレンド

新しいデバイスや新しいアドレスからログインし
て、追加の認証要素を要求されるたびに、ゼロト
ラストが機能しています。そして、認証要求に伴う
リスクを評価するアクセスポリシーは急速に拡大
しています。こうした評価では、ユーザーの行動、 
デバイスやIPからのコンテキスト、リクエストの
レート、その他の不審な活動を示す指標を調べ
ます。企業が制御を強化するのに伴い、アダプテ
ィブMFAのイベント（ユーザーの変化やデバイス
の動作、場所、その他のコンテキストに応じて動
的にステップアップ認証のリクエストを生成する 
ログイン）の数が劇的に増加しています。こうした
イベントは2020年10月の400万件から2022年10
月には2,900万件へと640%も増加しました。

 

この指標で見ると、すべての業種が同じ速度で 
アクセスポリシーを改善しているわけではありま
せん。もっとも進んでいるのはテクノロジー分野
であり、アダプティブMFAのイベントは前年比で
110%増加しています。ファイナンス/バンキングも
アクセスポリシーを急速に強化しており、前年比
61%増という顕著な伸びを示しています。このア
クセス強化では、医療/医薬品分野が3位、そして 
教育と行政が続いています。 

アダプティブMFAのイベント数（業種別） 

テクノロジー
ファイナンス/バンキング
医療/医薬品
教育
行政

2020年9月 2021年3月 2022年3月2021年9月 2022年9月

アダプティブMFAの業界別イベント数
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表示されている業種のAMFAイベント総数
テクノロジー
ファイナンス/バンキング
医療/医薬品
教育
行政

企 業 が 制 御 を 強 化 する の に 伴 い、 
アダプティブ MFA のイベント数が劇的
に増加しています。こうしたイベントは
2020 年 10 月の 400 万件から 2022 年
10 月には 2,900 万件へと 640% も増
加しました。 
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WebAuthn の利用状況（業種別）

パスワードからの脱却、
安全な認証の推進

MFA は重要ですが、それだけではセキュリ
ティを確保したことになりません。最近で
は、ハッカーが有名企業の MFA システムを
迂回して IT システムを侵害し、顧客データを 
流出させる事件が発生しています。ハッカー
は、「MFA 疲れ」を利用するソーシャルエ
ンジニアリング攻撃や、従業員をだまして
パスワードやログイン情報を入手するフィッ
シング 攻撃により、侵害を成 功させてい
ます。そのため、多くの業種は、フィッシ
ン グ に 強 い 要 素 や Web Authentication 
API （WebAuthn）を採用しています。W3C と
FIDO が作成した WebAuthn の仕様は、サー
バーがパスワードの代わりに公開鍵暗号方
式でユーザーを登録・認証できるようにする
ものです。この強力でシンプル、かつフィッ
シングに強い、安全な認証のための標準は、
Web での危険なパスワードへの依存を低減
します。

Okta のワークフォースアイデンティティの顧
客のうち、WebAuthn を導入している割合は
19% で、2 年前の 11% から 8% ポイント増
加しました。分野別のデータを見ると、テク
ノロジー分野のワークフォースアイデンティ
ティの顧客の 31% が現在 WebAuthn を導入
しており、昨年の 26%、2 年前の 20% から

増加していることがわかります。そして、メディ
ア / コミュニケーション企業のうち、この 
新しい標準を採用している割合は 27% にも
上ります。現在、WebAuthn は、ファイナンス /
バンキング分野で 15%、医療 / 医薬品分野
で 16% の顧客が導入しています。

成長率では、WebAuthn を導入しているテ
クノロジー分野の顧客数は前年比 48% 増、 
過去 2 年間では 174% 増という驚異的な伸
びを記録しています。また、ファイナンス /
バンキング分野での WebAuthn の採用は、
前年比 59%、過去 2 年間で 254% と、著し
く伸びています。

このような確 実な前進を通じて、組 織は
フィッシング詐欺を阻止し、攻撃者に対抗し
ているのです。 

WebAuthnの導入の成長率（業種別） 
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Okta の ワ ー ク フォ ース アイ
デ ン ティティの 顧 客 のうち、
WebAuthn を導入している割合
は 19% で、2 年前の 11% から
8% ポイント増加しました。
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専門サービス
製造
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メディア/コミュニケーション
小売

非営利
医療/医薬品
卸売
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まとめ

本レポートでは、急成長しているアプリやアプリ
カテゴリに注目してきましたが、ランキングで紹介
したアプリは価値の高い機能を提供するものばか
りです。世界中の従業員、顧客、パートナーが、 
安全性、生産性、そして効率性を維持するため、
これらの製品に信頼を寄せています。また、現在
の経済、ビジネス、文化の優先事項がアプリの 
選択に反映されることもあります。いずれ、現在
のトレンドから重要な洞察が得られるかもしれま
せん。 

今年のデータには、組織がエコシステム全体で 
強固なアイデンティティアクセス制御を優先させて
いることが示されています。これは、利害関係や
脅威が高まる中で、セキュリティを最大限に高め、
より厳しい経済状況の中で効率を向上させるため
です。また、企業は柔軟な働き方をサポートしたり、
メンタルヘルス / ウェルネスアプリに投資したりと、
従業員を重視するようになっています。 

各社各様であるとは言え、以下のような包括的な
トレンドが顕著に表れています。

•	 コンテンツコラボレーションアプリ、セキュリ
ティツール、営業 / マーケティングツールへの
取り組みに加えて、新たに旅行、事務用品、
デザインソフトウェアが注目を集めている

•	 ソフトウェアスイートそれぞれの機能にかかわ
らず、ベストオブブリードのアプリやツールの
重要性が増している

•	 企業のクラウドへの移行が継続し、マルチク
ラウドの採用が拡大している

•	 リモートアクセスソリューションと MFA の保証
レベルの強化により、安全なリモートワーク
を実現するために包括的に取り組んでいる

•	 ゼロトラスト構成の導入が拡大し、ゼロトラス
トの未来に向けて継続的に進展している

そして、2023 年については、以下の点に注目し
たいと思います。

•	 ワークフローの採用の拡大を注視

•	 クラウドへの移行の継続と、ベストオブブリー
ドによる増強に期待

•	 規模の大小を問わず企業がクラウド移行を 
継続 / 完了する中、ゼロトラスト構成がさらに
増えると予想

また、今年の成長株が来年の有力株へと成長して
いくとともに、新たな新進気鋭の急成長アプリの
登場も期待できます。 

来年も、データ満載の「Businesses at Work」を
ご期待ください。
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